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An Introduction to the Chemistry of the Silicones. By E. G.Rochow. 
Rocks for Chemist.By S. J. Shand. 
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An Introduction to the Chemistry of the Silicones. By E. G. > 
Rochow.. 本書 の 初版 が 1946 年 発行 され る や 世 の 注 目 す る と ころ と な り , ここ 
に 再版 が 刊行 され る に 至 つ た 。 こ の 再版 で は , HS LS MRSA AIA DNC Boe 
1 瘍 で は Simple covalent compounds of silicon の 下 に , Si の 化学 的 性 質 を 展 
a hydrides, ethers KU silylamines を 述べ , 次 いで 第 2 章 Carbon-silicon 
bond, # 3 章 Synthesis of organosilicon compounds を 述べ , 合成 の 方 法 と 
し て は 置換 潜 と 直接 凌 を 詳 述 し , 次 いで 各論 に 筆 を 運び , 4 HE Organosilicon 
monomers, # 5 # Types of organoslicon polymers, 第 6 # Properties of 
the specific silicone polymers を 多数 の ao eo BT Physical 
chemistry of silicones で 分 子 構造 を 論じ , 第 8 章 Water-repellent films and 
protective coating from organosilicon material, # 9 # Some production 
considerations, 第 10 # Analytical methods, 第 11 # Tables of physical 
properties of organosilicon compounds を 500 余 の 引用 文献 と 共に 述べ て いる 
DC, 読者 に と つて 分 り 区 く , この 第 11 誤 は 著者 の 最も 力 を 注い だ と ころ で ある es 
有機 化合 物 に 於 ける C を Si MBIT ARC, どの 様 な 性 質 の 化合 物 が 得 ち られ る か 
を 詳し く 述 べた , 唯一 の 著述 で ある 。 (John Wiley, 1951 年 発行 , AR 213K, 
2,200 円 う . G3) 


Rocks for Chemist. By S. J. Shand. 本 書 は “化学 者 及び 化学 専攻 学生 
の た め の 岩 石 学 入門 書 ,;, と の 副題 の 通り , (CSE AS RMS BAU mz — HR 
事項 や , 岩石 学者 が 特に 興味 と を も つて いる 事項 を , 岩石 学者 と し て の 立場 か ら 平 島 に 
和 述べ て いる 。 先 づ 野 外 に 於 ける 岩石 , 造 岩 鉱物 に つい て 筆 を 起 し , “active lava,, 
“canderground lava,, の 性 質 を 述べ , 火成岩 を 分 類 し , つい で 第 7H か ら 第 13 剤 
に か け て 本 書 の 大 部 を 占め る 各種 の 火成岩 類 に つい て 記述 を 行い , 最後 に 水 成 岩 (14 
剤 変成 岩 (15,16 間 うに つき 野外 の 岩石 の 産 状 や 岩石 の 組織 構造 に 関す る 32 枚 の 写真 
SURES BAICIRA TAN TW Bo KREIL OW COLFRORMGMLITE: 誰 長 石 岩 類 ( 雑 
RAHA), 832: ARE ARG). 9 REAR 
Sth -ERA ¢ tia —-ARA-BESA), 10270 RS ERA -YRAERA), 
1138: ea (2 iO 2 SEEPS ES ERA HRAM), 12% ERAS 
35 (BE —kaliophillite HRA), 13% : BHEBRORM GEL MHS) で ある 。 (本 
2¢ 1385, Thomas Murby & Co, London, 1952 4#¢sg, 1, 150F9) [長谷 川 3 
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Abstract: As the results of a preliminary study in the’ electron 

: micrograph of the fractured surface of some silica rocks in Japan, such as \ | 

coarse-granied vein-quartz and chalcedonic vein-quartz in’ silicified chert, se me 
_ highly silicified andesite Ly solfatalic action, and chalcedonic sinter, oe 

was revealed that by the present.authors that ; five 


~ 1. In the coarse grained vein-quartz, the majority of fluid is carried 
in the micropores in crystals, in chalcedonic sinter, it is presumed to be 
involved in the interstices of ragged crystals, and in the chalcedonic ~ Fh 
vein quartz, both in micropores and interstices. : 


2. The decrepigraph of the silica rocks is deeply depends upon the : 
size of micropores, as well as upon the density of distribution of the: yy 


micropores. 
Further application of the electron micrograph of rock or crystal aueiae 
ces to the petrographic study is also suggested. | \ 
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れ , わが 国 に 於 て も こ CBRL COBO BY 2 ID 
| やれ 始め で 来 で で る 。 

WM, 筆者 の 一 人 岩 生 は わが 国 の 球 右 炉 材 の 主 原料 と され て いる 所 主 赤 百 
(SEDEAORGRMRCGRSENCOZHAY 包 有 物 を 利用 し て de- 
ek Hm’ を 行う 可 く , その 予備 的 作業 と し て それ ら 包 有 物 の 存在 

FEMALE IA, i ea 
ae 包 有 有 物 を 主体 と し , LOMME MSE OCLET ROSE AY 
ZA EBRMARKCHWCHAILBASKB 

赤堀 は この 目的 で 赤 白 (青白 ) 東 石 の 試料 に つい て それ ら 流 体 を 含む m- 
cropore の 撮影 方 法 を 考案 し , 電子 顕微 鏡 写真 を 撮 つ た と ころ 非常 に 好 結 
果 を 得 た し , 圭 石 を 形作る 石英 結晶 の 集会 状態 と 流体 包 有 4 物 の 存在 状態 と 
の 関係 に つぶ て 予期 し な が つた 幾つ か の 事実 を 発見 する こと が で ざさ た き 学 
DIRE ROB OCHS NERO TS ld RR が 行わ れ た 
が , COPMRUARASDEBAL OZHARUEHHCKY 4H KORER 
態 に つい て 興味 ある 事実 の 推定 を 可能 に し た 。 

叉 , 小泉 が 赤 白 , BA, FARO 3 種 の 斑 石 に 就 い で 得 た . “decrepig- 
raph” (LENE CL BD 7 MA AME CATER, 電 顕 写真 と 対応 検 対 
する と 始め て 解釈 が か な り 容 易 に な る こと が 判 つ た 。 

この よう な 一 連 の 試み の 結果 は , まだ 不 完全 な る も る の で は ある が , いろ い 
ろ な 原料 の 場合 を 含め て , 岩 右 中 の 微細 な 結 品 の 集合 状態 や , 結 本 内 部 の 
微細 な 包 有 物 , 結晶 表面 の 状態 , 結晶 内 部 の 表面 積 (area of internal 
surface) な どの 研究 と その 応用 の 方 法 に つい て 一 つの 新しい 面 を 示す る の 
tBon4O CRA AT I> (RET S, 
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I &t 料 
電子 顕微 鏡 用 と し て 使用 し た 試料 は 次 の 通り で ある 。 


1) aay TRAM EL oH A BE ath LER TOMS, 科学 21, No. 


2) 西尾 &, SHBE, ARES, 岡 . に 於 ける ニニ ミ 3 
Owe, GENER SNOT, 190880 PO BSS ORINDA RB 


3) 小泉 光 恵 : 石英 の Decrepigraph PIERCE ON C0 Ie Hake > 中 3 f 
DROBO TC, BUPWE, 3, No. 7, 1953. we ROTEL Hiei 


4) 一般に 液 相 と 気 相 と か ら 成 る 。 


電子 顕微 鏡 写 真 は 東京 工業 大 学 で 撮っ た も の で , これ に 関し て は 特に 同 
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(1) REREAOMRA 実 < 所 庫 県 水上 丸美 和 AREEEA) 


全国 で 最も 」 質 呈 っ 代表 的 な 所 調 酒 梨 一 級 品 で ある 。 WRAL Ds Ze YB 


41M HAO decrepigraph Cherie) A. BREA ERD A ieee 
B. 赤 自 球 石 対流) Aikase ZC. 7 
7 < BABS a MEEBO IBLE 1 ae 
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EORKGAMESER, (ORME DRY. PAKROMEIL KR 
CH 0.1 mm 中心 部 で 約 2 mm EECHSZ. AMBRUMAZRTO— 
PANT: GRIER, Heth icus CIXBRICS ( OBA H BV), 

(2) SSE OM BE SHUR ARATE, REREAD 

Ai io 0, BRL MRL OFA AER CS 0 HRA ICIS 
多量 の 流体 包 有 物 を 合 み , CORBARADGROM 3 倍 に 達する 。 

(3) 赤 白 球 石 の 所 調 玉 和敬 質 脈 夏 英 (岐阜 県 山梨 郡山 県 村 , 北野 山東 石 ) 

COMA OREEAO PIE LOLALHBEBAORGRE ES 
も の が あぁ る"。 TPT F Cie ® OBO MK EEC CH DES BE 
で ある が , TOPOMAKBAMES< BOB. 

(4) SEE GHRARASAAN, 東海 工業 伊豆 飼 業 所 う 

わが 国 の 板 ガ サラス の 主 原 料 と し て 月 約 6,000~7,000 ton の 生産 量 を 有 有 


$ So FUETA } Rib 24 CRUE & Se CHIEL TEU RD - 
MD? で , 450.01 mm BE, LEN FOMMALAARAOD 
英 結 品 の 集合 体 で あつ て 非常 に 細か い 流 体 包 有 物 が 光学 顕 復 錯 で も る 辛 う じ 
て 認め られ る 。 

(5) ERMOVBHOMD (秋田 県 雄勝 郡 秋 の 営 村 山 居 ) 

集 塊 岩 中 に 層状 に 爽 ま れ て 産 す る 一 種 の 温泉 沈 浅 物 で ある 。 次 の 自 色 部 . 
分 と 厚 さ 1 mm へ ~5 mm BEOMD OMA E RL CHET 5. RSE 
で は 石英 と 少量 の 玉 峰 か ら 成 り , 放射 状 構造 が 認め られ る が , 流体 急 有 物 
は 認め られ な い 。 

(6) EROS (同上 ) 
光学 頭 徴 鑑 下 で は 主 に 徹 細 な EHO RD 5 RY, SOME BEBIEL, BH 
量 の 蛋白 石 を 伴う 。 屈 折 率 は 半 遂 明 部 分 より る も 低い 。 流体 包 有 物 は これ を 
認め 得 な い 。 


1) ARORA : ACIIN KL AER Ect, 地学 雑誌 59, No. 4, 1950. 

2) 岩 生 周一 , PSSECHE: “AR TAPERS ORICEET Som, =OREEE, BRAS 
=¢ 66, 1950. 

3) 岩 生 周一 : 赤 ( 書 〕 BRA PO MEIROMRicOWT CRED, 地質 調査 所 月 報 
3, No. 10, 1952 

4) FKIGRE : 赤 自 球 石 の 岩石 学 的 研究 (第 1 報 ) 耐火 材 鍛 , 60, 1951. 

5) 白水 晴雄 : TRALEE OBES (第 3 TEKS, 31, No. 2, 1952. 

6) 岩 生 周一 : PAOD GORA GRS27 AO EEG ORR), 地質 調査 所 報告 , 
No. 130. 1947. 

7) 岩 生 周一 : 昌 本 の 熱 水性 粘 五 鉱床 に 関す る 2, 3 OFVHANRTRE, Oki eWPT, 2; 
No. 5,1952. 
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A. 撮影 試料 作製 の 方 法 HO, 試料 を 日 本 光学 に 依頼 し て 特に 入念 


VOPR LL, その 面 に 同 み と し て 残 つ た 流体 を 含む 小 孔 の レプ リカ の 撮影 を 


RAY, 研磨 の 際 に 花 の 原形 が 破壊 され て 失敗 し た 。 そ こ で 偶々 その 太 
、R.L. Folk 及び C.E. Weaver に よう て 報告 され た 方 潜り を 基 手 改め て 


破 面 を その ま ゝ レプ リカ と し て 撮っ て 成功 し た 。 
方 法 は Polystyren —BLV TY) DE?” で あぁ あつ て, BiCM MoO mers 
写 を 可能 と し た 。 Mb, AAOMAMICH (MIRZA eRe OG, RMEOP 


BER. 別 に 予め 120° C veBVEREL CBX 1/2mm 程度 に し た 


Polystyren 板 の 小片 (lcm?) を と りり, この 一 面 に 10 % Polystyren- 
benzol WR e RH, 直ちに 試料 面 に 載せ 軽く 圧着 し 年 ちら よく な じ ま せ た 
も の を デシ ケー ター 中 で 一 昼 校 以上 自然 燥 する 。 次 は 試料 面 よ り Poly- 


"styrol 板 を 誕 離 し て 第 一 段 の 転写 面 を 得る 。 こ の 転写 面 に 10-smmHe 以 


TOmRZh te Al を 数 10mz の 厚 さ に 恭 着 し , 更に 表面 の 微細 構造 を 強 


調 す る た め に 転写 面 に 一 定 の 角度 で Cr を 蒸着 し , この 人 金属 上 膜 を 鉛 が し て 


第 二 段 の 転写 面 を 得る 。 電 子 顕 微 鏡 は 日 3 立 製 作 所 笛 HU4 型 を 便 用 し , 直 
接 倍 率 4,000~5,000 倍 で 撮影 し た 。 


B. 27HARRA (1) KARA CARER) OMAR 


BRIM BRO—-H CHOC, 有 乱 の 大 部 分 が 径 0.30.1 p GEOR 


PRR EEL, - 僅 か の 孔 が 不 規則 な 外形 を 示し て いる こと が 判る 。 叉 , 他 の 
部 分 の 写真 に よ つ て , 径 0.7g BEOMOSULUREROLE AROS 
量 に 令 む 部 分 , RUAH RE 510g 程度 の 石英 結 醒 の 集合 体 か ら 成 り , 
その 中 の 約 半数 以上 の 結晶 個 休 中 に 科 0.2~0.14 BEEORROA ES lic 
含む も の が ある こと を 認め た 。 

BIS, この 脈 石 英 で は , 大 き な 結 唱 中 に は 大 き な 了 が, Nsw RHIC 
は 小さ い 把 が 含ま れ , それ ら の 形 は 大 部 分 が 略 々 球形 で ある 。 

(2) SBA CAAGER) OMAR 

BRIIRGEO BCH SM, HOMO TSM ZAR CH 0 IA 
BON tt SEER OBI TCIOFBOKE SHMRYKEWIL, FLO 


1) R. L. Folk and C.E. Weaver: A Study of the Texture and Composi- 
tion of Chert, Am. Jour. Sci., 250, No. 7, 1952. 

2) R. W. G. Wyckoff : Electron Microscopy, Technique and Application. 

3) BE: BPE 1, No. 2, 1950, ER : 同上 2, No. 1, 1951, 
LBB, ZH: 同上 ,2, No. 2, 1952 
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KIN & it NERS 6 BAK EAARAICH SOL MAN CS So 
光学 頭 徴 鏡 で は oil immersion で HAUL TH COMMEMHDS = LS 
で き な い 。 FEOPOAVMBLRE OM MEAT o 

(3) REE ( 岐 邊 東 石 〕 の 所 調 玉 稀 質 駅 石英 Ceo 
全く 和 孔 を 持た な い 石 英 結晶 と , EB 005-024 BEORBOILES EI 
含む 石英 結 品 と の 美しい モ そ ザ イツ ク か ら 記 つ て いる こと が 判る 。 

(4) = ABR A 

偶々 石英 結晶 の 面 が よく 現われ て いる が , 他 の 部 分 の 写真 に も 征 々 不 完 
全 な が ら 類 似 の 結晶 が 不 規則 な 外形 の 結晶 と 共に 集合 係 を 形 作 つ て いる こ 
EDMAN THOS. Alte 0.2n CECH OCR BEL TW So 

(5) = 8 KOE) 2 つの 写真 が 示さ れ て いる 

上 図 は 稽 々 硬く , 半 透 明 の 部 分 , PRIS RRO <, 白い 部 分 で ある 。 
半 遂 呈 の 部 分 は 不 規則 な 外形 を 持つ 結晶 の 集合 体 で あつ て , COMO Bite 
FED ORLD CBI CEE 0.04~0.01n) 球形 の 孔 を 持つ て いる 。 BA 
人 妥 環 石 の 一 部 に は これ に 重々 似 た 趣 を 時 する 部 分 が ある 。 白色 部 分 は 全く 
, 不 規則 な 波状 の 表面 を 持つ 玉 丹 で あつ て , 小 孔 を 全く 含ん で いな い 。 EE. 
上 明 部 分 に も る 他 の 写真 で 見 る と これ と ょ よく 似 た 様子 を 認め る こと が で きる 。 
この 2 つの 写真 及び I 早 東 石 ・ 酒 梨 理 石 の 脈 右 英 の 写真 を 比較 し て 見 
る と , 少 く 共 , 形 の 上 で は , ABEBOL BNE PREMERA BK 
と 言う 連続 的 変化 が 石英 結 品 の 集合 状態 に も 流体 包 有 物 に つい て る も ADS 
れる 。 こ れ は 流体 包 有 4 物 の 生成 機構 に 関し て 一 つの 暗示 を 与え る で あろ 3 う 3 。 

IV 流 器 を 含む 編 の 形 と 大 き さ 
一 般 的 傾向 と し て 大 き な も の は 綾 角 に 富み , 小さ いも の は 球形 に 近い 。 
Lh, 石英 結 醒 の 大 き さ と 和 孔 の 大 き さ と は 略 々 比例 し て いる 。 し か し , HA 
の 種類 に 応じ て 多少 の 例外 が 認め られ る 。 : 
V . itt LECURAOMBOAR 

AR OPA OS IO BLS Di ZWANILIMB D> b BAR 3 BI BBCI 
KP TRI7zYD O CLAW & O— ARADO FEW は “decrepitation” 法 を 行 
9 RVC ER tes STW BY), LAL, 2 > CH ee eR 
1) G.-C. Kennedy : ““Pneumatolysis’’ and the Liquid Inclusion Method 


of Geologic Thermometry, Econ. Geol., 45, 1950. 


2) T. E. Stephenson: Sources of Error in the Decrepitation Method of 
Study of Liquid Inclusions, Econ. Geol., 47, No. 7, 1952. 


3) H. G. Midgley : Chalcedony and Flint, Geol. Mag., 88, No. 3, 1951. 
園 版 球 石 の 電子 挨 微 鏡 写真 ( 赤 狂 撮影 )A HSER GODIREE B RoE 
Wags C 玉 和 髄質 且 石英 (岐阜 ) D AGERE E OBER F 自 色 部 分 
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ょ っ て 見 る 限り , CN 
れ な い の で , 流体 は 例え 2 次 的 に 包 有 され た も の で ある に し て も, ae 
eee OT ei 


VI GRtiaa PICHIF SHEE, BREE Me OF MH 


MRILDKERIOC SL, KERAGOREROSRLAALT 又 , 
FLOKE & OD CHEWY OCLEF RAGA AMAL T, 石英 結晶 
中 に 於 ける 流体 の 量 及 び 流 体 と の 接 角 画 積 (結晶 内 部 表面 積 ) を 計算 する 
事 が で きる 。 そ の 結果 は 次 の 通り で ある 。 

(1) @AaH#A CARA) ORG 


Micropore 石英 結 品 25 流体 の 容 vee の 接触 


DO FIGEE 立方 中 の pore 数 | 積 合計 面積 合計 
KE 7. micropore lk 106 4115 1331 42 
中 程度 の micropore | 0.44 311 845 6252 
小さ い micropore 0.06k 1055 以上 15 482 
1472 以上 | 52645 以上 | 20044? 以上 


HERG Imm | Hike | HIE DIAL 
MEAD pore He] 合 。 計 | 面 積 合計 


大 き な micropore 6.9x108 2.7x10%p3 | 8.7 x107p4 | 
中 程度 の micropore 2.0x107 5.5x 1083 | 4.1x107p2 
NS - micropore 6.9107 6.510443 | 3.1 10 u2 


[32x10 | | 1.31082 


即ち , 孔 の 容積 は 結 品 全体 の 約 3% を 占め , 流体 と 石英 結晶 と の 接 回 
面 筐 の 合計 は 仮に Wy 立方 を と れ ぽ ば そ の 表面 積 の 約 30 %, 1mm 立方 の 場 . 
合 は 約 20 #5, 1cc で は 約 200 HERS. LAL, これ は 特に 流体 包 有 物 
hi ORAL, 青白 の 場合 に は 夫々 の 値 は ル そ 1%, 
10%, 7, 70 億 程度 の 値 を と る も の と 推定 され る 。 


(2) i (岐阜 県 北野 LD 
TN a 


254 立方 の 場合 Imm 立方 の 場合 
流体 を 含む 札 の 数 3x 10° 1.95 x 1010 
ey soleay om 105 68108 
ORR SE Ze HELO EK 203 1.3x107 
bad ARE aT 9645 : 6.2 x 106 13 
流体 と の 接触 面積 合計 7x103p® 4.5x108 p2, 


Bld, 孔 の 容積 は 結晶 全体 の 約 0.69% を 占め , WK C idk & OK Hh 


fe 
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合計 は 25g LHOME LS L FORMPGON 265, 1 mm HOR Id 
約 75 #6, 同じ く 1cc で は 約 750 FEES. 

(3) SAGER 

BUILT 2.6~2.7, RCH 2.2~2.5 で あぁ つて, 内 部 は 相当 量 の 孔 隙 を 
含ん で いる こと は 事実 で ある が , その 大 部 分 は 結 品 間 の 間際 で あぁ つて , 流 
ete Bits micropore に は 殆 ん ど 由 来 し て いな いこ と が , BR に 現われ た 
有 孔 の 数 が 非常 に た 少 い こと か ら 明か に され な た 。 

(aye tae ii (KO) 
“pea alae ZW S micropore の 量 は 上 記 の 幾つ か の 例 に 比べ て 非 
、 常に 少く , 大 き さ る も 微細 で ある か ら , その 全体 に 占め る 容積 の 割合 る 至 つ 
CAS CHE C 0.01% 以下 と 推定 され , m cropore 中 の 流体 と 結晶 と の 
接 角 面積 る 比較 的 小さ いと 推定 され る 。 従 つて , 著 し 比 隊 的 多量 の 水 が 含 
まれ て いる と すれ ば , その 太 部 分 は 複雑 な 外形 を 持つ 石英 結晶 相互 の 問 隙 
に 存在 し て いる と 思わ れる 。 

白色 部 分 に は micropore は 実際 上 全く 認め られ な い の で , Brews 
まれ て いる と すれ ば , それ は 半 透 明 の 部 分 より も 更に 複雑 な 結晶 相互 の 問 
際 を 充 し て いる も の と 推定 すぎ ざる を 得 な い 。 

この 様 な 結 唱 間 の 間隙 が micropore の 発達 し た も の と は AK eB 
9 の で ある は 写真 か ら 明 か で あり Folk, Weaver? の ae 
BLES 

以上 は 電子 顕微 鏡 写 真 か ら 算 出し た 流体 の 容積 比 で ある が , Wit boc 

行わ れ た 化学 分 析 の 結 ANSE Oi り で あぁ つて, BW OHH AN ZHE 
HWE L CLS EUG BOR Op OAR & HESEX > Z MUI ZH 
Brace oc 6 8 RN CS So . 


DP [ovo Era oe 
Zo lo, (tesa) [tHe 20 不 純 分 | w | (3 
1. HAE GEN) 約 3 0 

2. FRAMAR GNX) a 0.26 | 0.26] 0.08 | 0.28 | 1.544] 1.553 
3. ERG) | 7 0.6 0.16 koa! 0,04 | 0.21 | 1.540) 1.550 
4. eR GERET ” 0.2 0.05 | 0.16] 0.11) 0.84 | 15441 7 553 
5. SHIN) Coy gy) Ml fai he 0.46 | 0.23 | 1.540] 1.551 
Bowe ire Fa Me 殆 4 | 0.74] 0.08] 0.55 | 1.539] 1.549 


ee Ge Ss eS By) 


FS ide 
BIS, JERSE Clk micropore を 認め る こと の で き な い る も の (3 5,8) 


1) R. L. Folk and C. E. Weaver: 前 出 


% 報 He tio tome ieee 


で は +H,0 DEDBW も の が 屈折 素 が 低い OKEBRL OWS mori % 
屈折 率 と 推定 され る )。 BM, micropore が 少く , +H,O DEDEDE の Ge 
ey. , BAO FOE AS SERN FEO a LW CIM D BESET IC 7 REG LT 

= WV Ore EP ARIS E “ahh 


VII Decrepitation 


BAO-NNRERADT, REE, BABAR UE BEI Oe 
 decrepigraph #frorv2, (第 区 ‘ele 
この decrepigraph を 見 る と , 音 の 強 さ と 頻度 と の 問 に は 流体 の 主 成 分 ae 
tA 6NS IKORIEGBELL FO BANE T 


| m = 中 = Be - 
AL EE HR 石英 | i > Ap me 
SHE | Be 多 中 
| の ag i > 


な る 関係 が あり , これ は 電 串 で 見 られ る 孔 の 大 き さ と 数 と の 関 條 に 剛 々 条 
MSL TwoHx JO Vers Ua Gn, Says 


a a EE I NT 


25h 立方 中 の 私 の 数 区 Carla: | 7¥=0.2 fs: | (sh Les | VAR OMR 
RAEE EGS | | 156 6380 | 22050 : 
4 EEIEGE OG 4° Sit | 1055 _ : 
SA BEA Ba cies : 

1 WOVE) f 


ITED BA ORI 200°C か ら 300~400°C の 間 で 非常 た 憎い 音 
が 少し し か 読み と れ な い 原 因 が 何 に ある か は 簡単 に 決定 し 難い が 上 の デー 
ター か ら micropore の 大 き さ が 余り に 小さ く , HOLOMMRSWOMCHS 
と 義 え る 事 が 最も 合理 的 で あろ う 。 従 つて , FAREAO decrepigraph 
ARH LA IEE AT OW NEI 2 Be Ca 
は 聞 取 り 難 か つた こと に よる と 見 られ る 。 

= > WFR 7% 3 OO decrepigraph の 意味 に つい て は 他 に 多 多く の 問題 
が が ある が 。 こ > で は 触れ な いこ と に する 。 


VIL 結 


nl 


BROWCMOSTEOGEAICIOC, 「 結 量 内 に 含ま れ て いる 流体 その 
BOD > RIL FNS CLI TE BWM, 流体 を 含む micropore の "' 
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Je LOMO REA, i iceade mse cima WI. 5 SEES = BG 
な ど で は , mcconore と HAA OZEA t ORRICOW CHTOR ERR 
HN C1 ONG aeseo 

この よう な 事 か ら 見 て , MEOMDYEHRD decrepigraph OER, 
同じ く internal surface area の 大 きく な る 原因 , 種々 の 石英 或 は 玉 英 中 


に 於 ける 水 の 存 在 状態 の 研究 な ど に この よう な 電子 顕微 鏡 写 真 の 利用 は 有 有 | 


効 な ー つ の 手 係 り を 与え る で あろ うと 思わ れる 。 叉 , 1/20 程度 の MS 
が 観 紅 し 得る の で , OD BWOABICEOC, 結晶 の submicrossopic 
twin, submicrcscopic inclusions(( 例 えば は Perthite 7#E), wsaz x= y 
FYI ORREMAS OL CL OCKMEABO day Oa RRR Ce Bh 
ALES 可能 性 が 考え られ る 。 


栗駒 火山 西区 線 色 淫 放 岩 相 地 域 の 地質 及び 特に 三 衝 川 ・ 
BS ahh OM ERIC OWT 


On the Green tuff geology of the southwestern foot of Kerem 
voleano and the origin of the Sanzugawa, Onikobe Uppermost 
Miocene basins. 

加藤 8 RE (Iwao Kato)* 
& & & gp (Ikuro Shimada)* 

Abstract: The Neogene sediments in the region bodering Akita, 
Yamagata and Miyagi Prefectures on the southwestern foot of Kurikoma 
valcano are classified into following formations; these in ascending order 
are the Kamuroyama, Torageyama and Sanzugawa formations in the 
Sanzugawa basin, Akita Prefecture and the, Kanisawa, Torageyama, 
Akasawa and Miyazawa formations in Onikobe besin, Miyagi Prefecture. 

Those two lower formations in each basin are thought to be correspond 
to the so-called Green tuff developed extensively in the backborn ranges 
between Akita and Iwate Prefectures to the east of Yokote basin 
and also between Yamagata and Miyagi Prefectures to the east of 
Shinjo basin, and consist of a heavy accumulation of green tuff and tuff 
‘breccia acconpanied by propyritic lavas. 

These formations are unconformably overlain by the remarkable 
lacustrine deposits of the above-cited upper formations which are fairly 
well developed in the viscinity of Sanzugawa or Onikobe along the upper 
streamside of the Takamatsu or Arao River. 

The fossil flora from the Sanzugawa and Akasawa formations suggest 
the Uppermost Miocene in age. And the origin of the Paleo-Sanzugawa 
and Paleo-Onikobe basins of authors is thought to be related with the 
Uppermost Miocene lake formed by the crustal deformation in: the 
backborn ranges of Northern Honshu, for which Prof. Hanzawa has initiated 
the name of Paleo-Sendai Lake (S.Hanzawa, 1950). 


: 東北 大 学 理学 =e Hie Oa Bs ANA BR 


ま & が = Nat led AE 
FREE REE ER U LTO LE Sh ABO A FT BE EO PAARL 


て 昭和 22 Ze DRAKA AE AROS S&C Ai CO a 


査 が 行わ れ た が , LORI ORM OPA BEG ds bb FRIED ECB 


Aes, 山形 , Bad) AZURE AROMAS NSSHARH OR 
KE, 阿部 正宏 その 他 に よ つ て 腔 次 充 実 さ れ て きた 。 特 に この 地域 の 緑色 凝 灰 
岩 相 に 関す る 問題 に まで 発展 し 現在 な お その 追究 が 続け られ て いる 4 


この 調査 研究 の 陽 に , (BAKO REMI EOMEBAORS Ee 


が (加藤, 島田 : 昭和 25 年 ), 主 と ど し て 緑 色 落 灰 岩 相 地 域 と し て あげ られ 


る この 奪 梁 地 域 一 帯 の 一 ANN MR EN 
YR) に な られ る よう な 顕著 な 湖 成 堆積 杜 に よ つ て 代表 され る 湖 盆 の 形成 


が 中 新 世 末期 了 張 に 行わ れ た こと が 確か め ら れ な た 。 続い て この 県 境 部 南方 の 
BAH ( 準 雄 川 若 し く は 江 合 川 の 正 流 水源 地域 〕 に 於 いて る も る 赤 (島田 : 
"昭和 26~27 年 ぽ ゞ 同時 期 の 湖 委 の 形成 され て いる こと が 推定 され る に 
Ee ae 

BOLING OD HBA HERE D IMAM COW CAN, ARH 


RICH SL OFED — HORA RED SATE BOR COV COB TOD BR ~ 


wie oF ES Ss 
Par eT eRe URL Gunes nae WoO RAR 
KBAR OMS ICA CRHO Rc BV wo 


HER OR RAH 
SHURA DHEA COW CIR FEMEAK IL BD AF bee RO BEEK de 
ARI WH AMAR RICA SAEICZLOM, MARCO 
VW CLEOPR ABMAROMBAIES PEER SH, MBA ATE 


WERE CHAALSANTHD), AO WMA RRRE O 1h FA HE RE 


と し て 著名 で , MBF PIP + INE E EICHLER 
し て いる 。 こ れ ら に 関す る 研究 が 近年 に 於 て る 渡辺 教授 9) に LO CHA 
呈 発 利用 の 面 か ら 基 礎 的 指針 が えら れ て いる 。 HO ORMO ARATE 
ETE OK (LG £ BER ICHEN SILA GEREN (2 BRIA PC BIT 
UCRECH 0, その 水源 地 帯 の 占め る 国有 有 林 の 人 弱 廃 と 下流 に 及ぼ す 影 筆 
ょ は 甚大 で , その 災害 予防 対策 の た め の 科 学 的 調査 が 行わ れ て いる 。 特 に 


1) 大 井上 義 近 ; BBak wR, FEN FHR, 1908 
2) UMKER; ARROWABR, AKAGI, 1952. 
3) WAKA; 宮城 県 の 地熱 地帯 , 同上 , 1962. 
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MAES, 渡辺 教授 , BERD BAR” RU ARERR FEMAIL « OMB 
HOARE AL TS 
他方 秋田 県 側 高 松 ! ROI HOME MN CEA Au IC OAT SHAIB 


ay 


ABSOWMRICEL CAEN EERO MEANT BH), FRB 


教授 の 依 嘱 され た , BEX O C OMMOA RHA SAS ie 


ょ っ つて 行 われ 従来 資料 の 逐 し い 栓 地域 の 地質 の 大 要 が 明か に され な た 。 極 . 


め て 最近 に な つて この 地域 が 雄物川 上 流 の 水源 地 誤 を 控え て いる こと か ら 
治水 及び 利水 の 面 か ら の 工事 施設 が 計画 され , その 基礎 的 調査 資料 が み ら 
れる 7。 以上 の 他 片 山 信夫 氏 等 に より 鬼首 図 幅 調査 (7 万 5 千 分 の ) が 
10 数 年 前 に 行わ れ て お り . 近く 刊行 の 運び と な つた よう で あぁ る が , R 
駒 火 山 を 含む 礁 梁山 地 両 側 地 域 の 地質 資料 と し て その 成果 が 期待 され る 。. 
\ 


ERRUSEO aR 
本 地域 を 構成 する 地質 は 主として 在庫 関 緑 岩 類 か ら な る 基 毅 と , これ を 


不 整 合 に 首 う 第 三 系 が その 大 半 を 占め , M=Mis PHU O AB IK. 
Fahids & 72 A FASE LORCA SSRN RADRURE CER. 
県 側 ) WHERE 5 SLADE LICAR ENS. PORE O- 


最終 期 の 堆積 物 , FAK SURES, 段丘 堆積 物 , UPRIBRUPEAWA Be 
NO NN SE 


基 磐 地 綿 秋田, 山形 , 宮城 の 三 県 境 礁 梁 部 に 分 布 し , SES PD 
ABS PISETE PAPI DEC. 一 舟 に 片 状 構 造 が 認め られ る 。 WHOA. 
は 概ね N10~30°E を 示し て いる 。 そ の 中 秋田 , 山形 県 境 に 露出 する も の は - 


1) Bt 二宮 城 県 下 の 災 審 と その 対策 に つい て , 宮城 県 , 1952. 
2) BEV, BIE 5 We LRA AHMORR OMT, 本 地質 学会 
see, 1952 年 4. 月 

3) ALL ER) SORE AURORE COW, 責 森 営 林 局 , 1951. 
4) 吉村 信吉 ; 秋田 県 産 了 郡 桁 倉 沼 , ARROWS, we 10, 1935. 
5) ARS, DR Be, 谷 EC. 深野 豊 太郎 , 上 田 良 一 ; 栗駒 地域 調査 報 舎 書 
, 秋田 県 地下 資源 病 発 委員 会 , 1930. 
6) ARSE, ESHER, UNE QR ARARES, 東北 地 建 局 ) 1953. 
7) URE ie | RED CRE UA G RARE, 東北 地 建 局 , 1953. 
8) FUL SRL ARE llc Fea, PEC BBE ORS Pe O HAO TE 
Li NORE © VEO NAH HS & BIS 1 CRE GRE Botte 2 NU. 
ROMS E TRANS Do な を 同氏 に よる 地質 資料 に つい て の 解 訳 と 筆者 EO 
それ と 多少 の 相違 が ある が , これ に つい て は 今後 更に 検 詩 を 期し て いる 6。 
(第 1 BAD FekE XU ee (14~18, 186 BREN), BRR ESEEC19), oR 
WieseRi(20), Zee et PR (21), BEHVEI GESBLI), HERE (22, 
安山岩 質 集 塊 内 <23), Re RAS (24), ABE ROT A AEE (25), WA. 
ie ee Asa (26). 
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BERRY OFS BARA Mae FPS LT 774, ペグ マタ イト の 小岩 脈 
(RDN So RANI EROS FAR, RARAAMEKAEKNS % Old 
: 関 圭 花 税関 緑 岩 で , ZRKOBSHMABAO/SeIRICB aN CWS. EH 
首 筆 地 相 南部 攻 砥 沢 , 新居 山 沢 , WME CHT SS O¥ LALO 


t=) 


県 境 部 の 花 賠 関 緑 岩 体 と 一 連 の も の と 老 え られ る 。 な お 以上 の 他 , 秋田 県 


側 の 地域 北西 部 で 茂 内 沢 , AER, RORKUAEAMOBRBR CNuru- 
yuzawa), 芦沢 , 軍 沢 川 (1kusazawa) な ど に る も 小 露 出 を な し , また 杉 フ 森 
TURRET O/MERHASA SINS. AHMET SSF, 秋田 , Be 


実 で 


山形 の 各 県 境 山地 一 帯 に は , この 種 の 花 向 図 緑 岩 体 の 他 粘 板 岩 , Al, 
語 岩 類 か ら な り 少 く と も その 一 部 は 二 畳 系 で あぁ る こと が 確か め ら れ な た 古 
FEE OS © OUR OR HS = ARCA OZR CHER OS OL 


, RM MICMAT AYO ZO-HORBBKO-MiLwRZbNn 
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2) 


Wa KE ; 東北 地方 油田 第 三 系 下部 層 の 堆積 学 的 考察 (第 2 報 〕 BBR 35, 
pp. 91~106, 1951. 

SEA DO HG, BE 駒 山 BRIE CRIRA 2.6 Waageno phyllum cfr. 
indicum (Waagen & Wentzel) BAEERIC LOCH Hreo 

CLEO thes & REC TERLL REH geAL (秋田 県 , 1950) に 参加 し た 
@ TER, REAR, 悪 沼 共 治 氏 等 に よれ ば 傘 深 西側 秋田 県 側 に 於 て も 岩 相 上 か 
ら 上 記 の も の と 一 連 の 古 生 層 と 考え られ る 基盤 を 認め て いる 。 
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筑 2 図 三 途 川 e 上 中 音 符 地 の 模式 断面 図 Been: mK), Be 
(2), PBBRAR: ANZA), Ree, 変 朽 安山岩 貨 集 塊 岩 (3), 塊状 
ARK), ZIBB), 安山岩 質 集 塊 岩 (8), 流 絞 岩 9); RHE; OR 
Rie (10), We, BARA), Ba, BEAD (12), a Be kee (13), BitkS 
DABKBOA), FRAWAE ; 宛 山 石英 安山岩 5 高 徐 岳 安 山 岩 で 1( う , WER: 
#2(17), 高 日 向山 炊 岩 (18 う 


‘2) Tne ie 


1) BORER O— ih, BF AHR SO CRO REA eB 
eX hl, GED RE; ME Pe SR OME LRH ICO TC, He, 
58, pp. 218, 1952.) FAL ORS Rebbe BA ZALES BTS BH OO 
WEIGAND LDS WORDS GGL EID MP TERE Oboe ME Ee 
周 4 TOW, ABE OLED) CMAN be tHE b Ie HOU, EO PEF Cis 

筆者 に よる 及 位 麻 は こ DBE HT Z PAE O DW RO SEB 

Ey hte OBST 6K Y Ok IRR RENCE E LCD PALI PER OM 

THEO PMIBGR BANC FE BS Z ZEEE ha FB 

Cc 

oe 


Mea fhe 
ED PRIA Te OEMS 8 RAY BEML 
二 三 認め て いる 。 従 つ て 筆者 等 が 現在 ま FEE MIME JE < 
it, 既報 の 第 細 売 品 宮 岩 体 と は 別に この 地域 に 人 os he 体 
の 存在 を 認め て お きた い 。 

oll 及び 同 第 3 報 , WE, 35, pp. 151~174, 1952; 36, pp. 


‘a 
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18-31, 


3) te ee ET EE eS の 盆地 局 縁 の HH. 


三 系 下部 の 時 間 岩 相 的 区 分 の 取り 方 に つい て は 現在 再 検討 中 で あり , これ に つい 
Cl SIME T Ao 


BERK WRARHKRO PMH ERKRI CREARK AIMS 
出 磨 , 蟹 沢 層 ( 下 位 ) 及 び 虎 毛 山 層 ( 上 位 〕 に た 区 分 され る 。 岩 相 層 序 区 分 上 これ 
ら は 横手 盆地 及び 新庄 筆 地 周 紛 部 の 及 位 層 (Nozoki F.) (下位 〉 RUBIA. 
BBS LS CELA MAF SA? HCL OHA & DLC: 
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W726 2G. t RES See eo 
HFA UHH HERA & DAC Ra ST, AR SENNA E~ BRED 
各層 に 区 分 され る 


1) gnuKuiie way or HEH 

(a) #PEWERUBARE : 本 地域 第 三 系 最 下 部 層 を 構成 し 夫々 秋田 , 山形 
筐 城 県 境 部 及び 鬼 音 盆地 の 南 部 山地 を 地域 的 に 代表 する 緑色 奨 灰 岩 
相 で 岩 相 上 横手 , HMA ARO RECT SZ. ARERR, 
ZRH Ws, (EKA a © EPR ES SK CHER ES 0 秋 

田 県 側 の 役 内 沢上 流 に 於 て は , その 其 庶 部 に 花 議 質 砂 岩 , BARAK 
、 を 以 て 花 沿 了 関 緑 岩 体 と は 明らか に 不可 合 関係 り が 観察 され る 。 一 般 に 正規 
DYER IZ LOM, RECLEE SHE RIE ORME CAB NS 
よう に , ZO _LAICRARIKA t RE IeS t OFA AS TERS TAM 
る 。 そ の 全 層 厚 500~€00m * BL, 役 内 川上 流 一 帯 を 標 式 地 と し その 一 
- 能 走向 北西 乃至 略 東西 を 示す が , REAHAOM, 東 外 帯 部 で は その 地形 
に そい 鬼 状 に 分 布 し 一 般 に その 外側 方 に 儲 人 鈴 す る 。 その 岩 相 的 構成 要素 の 
PHRAI LOCA, EAT, 娠 沢 想 に 区 分 され る が , ONE OZ 
的 な 分 布 関係 は 第 2 図 に 示す 如く で ある 。 ate 
b) 虎 毛 山 層 : 神 窒 山 層 の 上 位 に 整合 的 に 重なり , 秋 田 , 宮城 県 境 奪 深部 
か ら 秋 田 県 側 横 手 盆地 南東 総 山地 一 帯 に 豆 9, REC RO AME 
占め て 最も 広く 分 布 し 叶 つ 厚 層 を な し 全 層 厚 600~700m に 達する 。 淡 緑 
GOMKE BARS, ARORDCS, 黒雲 母 石 英 安 山 過 人質 凝灰岩 等 の 
拓 山 砕 局 岩 相 を 以 て 殆 ん ど 終 始 され , Feo SBN (CSL 6 IR BUS 
BURY a To Beat & HI PICS LL, BPH RB OUI 
RE-MOLOL LCEMANSIOCHROM. BE RUE 
EVE & LCRA) ARO BAS ISIE U FH | EDIE DACRE ISEB 
南方 の 県 境 一 帯 を 標 式 地 と し , 本 層 中 の 夫々 の 地域 の 沈 積 相 を 特徴 づけ , 両 
者 は 役 内 川上 流 の 湯 の 叉 温泉 附近 湯 の 叉 沢 に 於 て 攻 移 的 交錯 関係 に ある 。 
その 岩 質 的 記載 は 既に 述べ た の で こ ゝ に は 省略 し , 本 地域 内 に 於 ける 地域 
! 的 岩 相差 に よる 宰 間 的 消長 関係 を 夫々 こ ゝ で は 湯 供 相 及 び 大 湯 想 と し て 扱 
い 第 2 図 中 に 四 示 し た 。 

っ) 湖 成 堆積 相 で 特徴 づけ られ る 上 部 層 群 
i) Sisill (Sanzugawa) sie = alia 秋田 県 南部 に A ZS 


Lae の 他 に SBA ALD BAHU IT BE L PBK, LUTE SEBO Bk EIR ERE BRK 
DEIN ATE A, EEF GRIESE COTA <¢ SRE Bc TE RA ERE B DL 
CHS ARAM D BND 
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及び 皆瀬 川 が あげ られ る が , 地形 的 に 顕著 な こと は これ ら の 河川 は 何れ も 
略 々 北 々 西 一 南 々 東 の 流 路 を と り , この 地域 の 地質 構造 を 支配 する 断層 系 
と 一 致し て 夫々 断層 線 谷 を な し て いる 。 この 中 高松 川 及び 和 皆瀬 川 の 中 流 地 
_ 域 は 地形 的 に も MAAC} —COBMR WHEEL, 三 途 川 層 で 構成 
SE ‘ 


| ANA SSBC bE ro MLR a 
JIT OSES BSRIOANZAR, FRR, RR EUR ARE 


2UCHRHERL COS. BRAWE, 同質 頁岩 , BERRIES, WH 
BCs, BREE, Ie RRICA Tk URIBE b tt 0, 1 薄い 成層 
“fa BO GSS 72 eK AS J) BRIE OFLA EBROV SAO, & 
般 的 に 層 理 が 顕著 で ある 。 大 局 的 に は 臭 宮山 一 桁 倉 汽 を 結ぶ 線 を 軸 と し て , 
走向 N1O~20°E の 向谷 構造 を 以 て 代表 され 信人 狼 は 15~20° を 有する 。 
局部 的 に は 小 規模 の 断層 に よる 握 乱 が み ら れ る 。 三 途 川下 流 200m 附近 
で 下位 の 虎 毛 山 層 と は 平行 不 整 合 を 示し , 基底 に 10~12m ORE HE 
L, 安山岩 , mOAB Ce, Tenia, Ae, AER~ ARS 
EO TUBE Bey SRO CFE 15~20cm) BR, mu CH 
RATS UKE ORS eR CREP ABR ORT REBAR 
WiyEe DAKAR EEL DERE OBVERBL LUCHETS.| F048 
JB 250~306m i233, AVA 5 IEGIRRICES 林道 の 駿河 附近 に 於 て , 
問 灰 質 洲 泥 岩 相 中 か らち は, 壇 め て 保存 の 良好 な 植物 化石 を 多 HT BY, 

ii) @@ (Onikobe) tHE earn, 
a) ARE : WEED PAPO CHEM KI OSEMR & 72 L CHER ICO 
WCDHt 4. HIRBW SE, EKA RS, WARK, 盗 灰 質 泥 岩 等 か と な 
り , その 上 則 相 及び 堆積 状態 は すべ て 三 途 川 層 と 極め て 類似 の も の で ある 8 
特に 工 片 状 層 理 を 時 する 凝 灰 質 滋 泥岩 乃至 頁岩 の 発達 は 本 層 を 特徴 づけ , 


赤沢 上 流 の 女 釜 和男 釜 附近 , 河 倉 沢 下流 及び 草木 沢 , 上 芦沢 の 各 上 流 は その . 


頭 装 な る の で ある 。 

構造 的 に みて , 平均 傾 僚 20° 内 外 の ドー ぇ ム 構 造 を な し て いる が , VEY 
に 小 落差 の 断層 が 著しく , IC 50~60° DAMAE LI THIB ARAL, 
掛 に ご の 構造 は 下 芦 沢 , 上 芳沢 , 山王 沢 な どの 流 地 内 帯 北 側 に な み ら れ , 更 


1) Acer cfr spicatum LAM, Betula Maximowicziana REGEL, Carpinus 

"sp., Diervilla cfr decola NAKAI, Fagus sp., Salix sp., Tilia japonica 
SIMONK 

2) 鬼首 盆地 を 環状 に 流れ る 江 合 川 の 流域 を 境 と し “EE FECL UE Ps $a 
の 外側 の 県 境 山地 側 を 外 惑 と 呼ぶ 。 
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RIN RLMOBRBRURARCECKO, RICA CRESS 
し く は 時 に 殆 ん ど 直 立 す る が , ANS BON BEAL ERT 10~20° OEE. 
較 的 繧 順 人 欠 を な し て いる 。 下位 の 虎 毛 山 層 と の 関係 は 上 芦沢 , 山王 沢上 流 
に 於 て み ら れ , 本 層 の 下限 附近 に 緑色 の 小 奏 (主として 緑色 漢 灰 岩 , 変 朽 安 
IE, TERA, ARORIK Ee EO MN~ RB) 2 > OHMS 
20~30m の 厚 さ を 以 て 発達 し , TOT MOMs CRY 3~S5cem) BS 
2~3m を 以 て 基底 部 と し , 下位 の 虎 毛 山 層 は 著しく 正 砕 さ れ て いる 。 こ 
の 春 質 の 堆積 物 は 本 層 基 席 部 の 特徴 と し て あげ られ , これ を 経て 上 位 に 角 


PRK, 砂 質 骨 灰 岩 及 び 局 部 的 に 小 規模 な 安山岩 損 集 塊 岩 の 集積 が が み ら | 


れる が , HBAS LM Cad CHOREBOMLWIRSOKBSASN, 上 
WO BIR Lis SY WSR SS, SOBER 250~300m を 算 す 
So BAR, ARERR LARCH CAA LOB UE 
BROVY ZRBC L, また 相 変 化 に 富み 軽微 な クロ スラ ミチ ナチ を 示し 
て いる 。 LERCH CHKAILE £2: bt HEIL eT BY, 

b) 宮沢 層 : ARB OMML BRIERE, FO MATE KL OBR 
DEE 2L, PERRUNRRO LCI AAU? に 被 朴 され 
る 。 宮 沢 温泉 か ら 吹 上 , 神 滝 湿 泉 に か け て で 和 盆地 内 帯 西側 部 の 宮沢 , 吹 上 沢 , 赤 - 
wR, AVR, HER RUPE ACER REL, COHRR ERIE 
ZH BWW EL TOS. SOUAHAEAIO IER, LAR, FER 
WORE AT A, ASL IER URE EICT SZ. ELUCK 
HEaOBERRKE, 浮 石 質 砂 岩 の 互 層 で 一 般 に 峰 列 で , 下限 附近 に は 下 
(WHOSE HM, SHR STH HORKERU BAK RU SER 
EB KUGDMS EET S. DEOL ICAB RRR t Bo — mice 
PKR CRIASN DS. RBOARIS Bic LAAN HO PLE LACHER 
と で 対立 的 な 堆 征 状態 を 示し て いる 。 即 ち 西 側 部 の 宰 滝 附近 で は 下位 より 
。 安山岩 質 集 塊 岩 , 集 塊 岩 質 症 灰 岩 , ARBRE, 浮 石 質 角 春 北 灰 岩 , 
| BLAU PARED AO AUER BREADED SH, Bice 
O LANA ~ PRIOIRABEREY 74 RICE RHRS, ZOMBIE 
ZIV, 赤沢 ,, 吹 上 沢 , BRA CIGD Mis, BROS CMO - 
々 均質 な 岩 相 に 変化 し , RAGMHOE BMRICE SAE BOER. 
な り , 特に 薄 層 理 の 発達 を 特徴 と し , 下位 の 赤沢 層 か ら 全 く 海 移 関 係 を 以 、 


1) Betula Maximowiciziana REGEL, Carpinus sp., Fagus sp., Fagus 
Crenata BLUME. 

2) Holes KW es OR HIB REIUK LU E C18), 47 FRR C17), 山王 森 燈 帳 
C18), re5 8 fel Us C15) (14) CRS MSM, UNS OFM IZ OWT, 
(LE CL GRES CGE 1 図 地 質 図 参照 )2o。 ー 
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て これ に 重 な つ て いる 。 然し 年 ら 全 般 的 に は 本 層 の 中 部 か ら 上 部 は 薄 層 理 
の 発達 し た 細 粒 淫 右 質 の 比較 的 均質 な 岩 相 を 量 す る 点 で 共通 し て いる 。 一 
方 北側 部 で は 複雑 し た 構造 を も ち , 一 般 に 50° AYE ICA & ee L, ” 
局部 的 に 小 規 模 の 断層 が 多く , 何れ も 志向 断層 で , PRICE CRS 
れ が 著 し ぐ 時 に 直立 或 は 逆転 の 現象 が み ら れ る 。 そ の 層 相 は 宮沢 附近 と 
類似 する が , WFR CARBO PAM, 大 深沢 附近 と 同様 の 岩 相 を 量 
選 で る 9 | cS 7 
OK 鬼首 委 地 に 於 いて 顕著 な 発達 を 示し て いる 加 音 層 ( 訟 ら 

く は 第 四 系 ) に つい て 述べ , KC BRHER, ROMER URAL 
岩 類 に つい て 特に 記述 する こと は 竹 略 し た い 。 
RAS > 葬 雄 川 流域 一 帯 に 環状 の 分 布 を 示し , 上 に 述べ た 各層 を 不 整 合 に 
RBS 2. WE, 粘土 を 主体 と する 極め て 粗 明 な 岩層 で , MBL BCH 
Kt EOKBFGPRO POMBE OCW S. COMMU HIE x eR 
構造 の 発達 し た 滋 泥 岩 が 不 規 則 に レン ズ 状 或 は 塊状 に 介在 し , BERG 
Jee PICA ESS, 場所 た より クタ ロス ラミ ゴナ を 示し て お り , ま 
Tei XK BAL SNCS. BEM SSE, 乃至 は 同時 変形 等 
DPIRAALAZ aA BD FekE NTC CBAZADLNZAR, SBHOKABERE 
外 帯 側 に 和信 る と これ が 顕著 で な く 地 層 の 握 乱 を 局部 的 に 謗 め る の み で あ 
る 。 こ の 事 は 区 雄 川 の 保 呂 内 一 寒 湯 一 尾 ケ 沢 ~ 軍 沢 間 の 流 路 ガー つの 箇 層 
線 谷 と な つて いる こと を 暗示 b じ てい る 。 

Mis, FRAUBR RA, 線 色 凝灰岩 , 流 紋 岩 , BS, (ERS ae 
等 すべ て 地域 周辺 の 下位 層 か ら 供 給 さ れ た も の か ら な り , 平均 径 10cmr 府 
CAM £ DBA DMO > OMB. HEAR DURE RIE, 
ee LED CRKEKBAIMMER RAL. 泥岩 の 中 に 若干 の 植物 化 大 
BRU RE ERE TZ. BUMP CIA TILA S P GEA) OBB IRIS 
に abut L, ZO BHOWESS ZR 7 DITA AME HTO LeBeV A OS — 
OVBAORAL HY, BAH COMREERL CWA, その 全 層 厚 は 
120~150 m BL, FERENE LL C—OOPRO MAHL L ABE RRL 
LUESGaOERS= EMCEE GS 
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=BVBRURR BORER BAN 7: CE DOP ie 
不 整 合 に 重なり , BOCODHOADRENASTMDARBMEEL Tt 
VB o FERS PIKE, WEIR AES EO CREE NB ALR IED 
CHAM EADS, ARERU=EMINMOAMEMRL ROCHE 
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Name 


et pee BBM MDBRESH 


ASG ZLOLRRAAS, 同質 砂岩 , WORKED 6 251 TEED - 
GEARS, PRB LORRKARIES, 頁岩 の 発達 は 両 層 を 通じ ・ 
て 共通 的 な 特徴 と し て あげ られ る 。 この 泥岩 相 中 に 上 に 述べ た 植物 化石 を 
多 産 し , $x RAWOVYREREL, まな た 海 棲 化石 な ど を 認め ず 海 成 
相 と し て の 証拠 が 見 出さ れ な いこ ご と な どか ら , これ ら の 地層 を 玲 積 そし め 
た 環境 と し て 淡水 が あび ばら れ , FOMVERA BMRA Bk AOR 
し た 堆積 を 意味 し , 式 ら ちく 湖 成 堆 義 物 と 推定 され る 。 こ れ ら は 隣接 地域 の 向 
町 盆地 周辺 赤倉 温泉 附近 に 分 布 す る 赤倉 層 と は 岩 相 , BF RULER MEE 
Db VIALS ZEN PH ihm ELRBOCO LL CHERAW CHAI 

— Fy EAM A ABO HT Ir Be Cla or bee SS PREM 
の 地層 まで 殆 ん ど 連 続 的 な 海 成 相 で 終始 され る が , ZORAAKOFRUL 
地 側 で は これ に 反し て , 2 ORMGD b EAE Z OMMBERAD BH, 
APE LUTZ BCE BIO FBR, 地域 的 に も 時 間 的 に も 多 上 消 の 位相 差 は あぁ る に し 
~ て る も 中 新 世 末 葉 ま で に は 本 地域 を 含む 奏 梁 部 は 殆 ん ど 完 全 に 陸 化 し た も の 
と 推定 され る 。 和 人 従 つ て 以上 の よう な 局 地 的 湖 成 層 を 堆積 させ た 測 人 鍵 と し て 
の 一 種 の 小 堆積 区 が , 中 新 世 末期 順に は この 人 奪 深部 に いく つか 断続 的 に 形 
成 さ れ た も の と 推定 され , それ ら の 生成 は 八 梁 部 の 地 芝 運動 に 次 ぐ 造 構 運 
SVC BE L 7 CH 2 OMAR EMA OTR RICA AZ2HOCHAS 
30 COWMBAE RHA BIMARU EA WIZ (Paleo Sanzugawa 
Basin 及び Paleo Onikobe Basin) と 呼ぶ り 。 

赤 択 層 の 上 部 は 相 変 化 が 著しく , その 共通 の 特徴 と し て 軽微 な クロ スラ 
SH, JB ARH, 工 訂 状 層 理 を 切る 微細 な 断層 及び 小春 の 不 均 等 な 介在 な 
EBKHEM & BRL COS, 上 位 の 宮沢 層 え の 昧 積 闘 係 は 地域 的 に 異 つ 
て いる 。 即ち 神 滝 温泉 か ら 出 王 沢 上 流 に か け て の 盆地 内 帯 の 中 心 部 は 既に 
NS 72k VC VUE PF aS RO KLEE CREAN, その 上 位 の 細 
WE~ RK AILEY 7 4b SRDS CRROTM SRD COSA, を 
DALI OHM CAIR, KAR) Clad 5 we L ERS FRB 2 
| JESLOFES L 7 ARS RCS, 砂岩 の 写 層 で 減水 状態 の 堆積 を 続け て 
BYU R(LOUIMIRO SNA. まな た 前 者 の 地域 に 永 て る 宮沢 層 の 中 部 か 
ら 上 部 に か け て は 後者 の 地域 と 同様 の 岩 相 で 代 厄 され る 。 以上 の こと か ら 
赤沢 層 を 沈 柄 せしめ た 古 湖 盆 は 次 いで 宮沢 層 玲 積 当初 に 火山 砕 選 源 の 急 
激 な 堆積 物 の 供給 に よっ つ て 西側 の 一 部 分 だ け 陸 化し た も の と 療 え られ , そ 


1) 半沢 正四 郎 教 授 の 呼称 され た “Paleo-Sendai Lake” (S.Hanzawa ; Tertiary 
paleogeography of North Japan, Short Papers, IGPS, No. 2, pp.74~ 
98, 1950) 2785 < —OMMMAZYLOL#R An 3% 


one ee ” 
OTRREN THERDLRA LI Pate nip 
We CHEB bBASNS I LU, ZO FOE RURARRE 
ee ene pes Mok ia と で ある 。 IEA 


», ee ee oan 
AD SA MEARE L (Che OMAN Bw 5 | 
る 。 こ れ ら の こと か ら 液 一 湖 湖 性 の 堆 和 病 で ある こと が 推 窒 さ れる 。 ま な た - 
g ULF AS WHEE CLEMO CHIRA EDL, RSE RBA i 
し 保存 不良 な 植物 化石 及び 炭 質 物 破片 を 爽 在 し て お り また イッ RR 
vivianite OWAE LBS (WEOLRLBR BN So / As DORE, 
pe te, Reon DNC aeECH) 10-15 aie 3 


Jes os Lect 2. 
DED Ems CRM LEMS VLWUKIDOBIRILL CHIC ee 
に つい て の 明確 な 次 料 は 求め られ な い が , Do LOREM SE 
CO られ る の 
VOEBA SN, Ke CLEAAG CUBS PWM C OANA 
され た が , CNRS < BD > OWBLUCHEL TOR ODO CRY, 
COMMOMBOUKSEENC LOC, 盆地 内 の 地形 的 団地 < 生成 し た 湖水 、 
2G, 沈 隆 と 同時 に 堆積 が 進み つ * 全体 と し て 渡瀬 湖 性 の 堆積 を 継続 し た こ 
IWDLBons, RABARAOM CE) 運動 も 赤 , それ 以前 に 痕 る | 
大湖 盆 の 運動 か ら 用 次 反映 し た も の と 差 え られ , BY i 
BAG, 構造 が 逐次 調和 的 菩 係 を 残し て いる 。 三 途 川 清 成 層 に つい て も, そ 
の 分 布 の 周 維 部 が それ 自身 ほぼ 潮 盆 堆 和 病 の 周辺 相 を 呈 し て いる こと に つい 
て は 前 に 述べ た 通り で ある 。 KO CHE, SHAIKH CHO 

Soe MibL Se KLOET. ~ HCH Lc Eine ees 

れ な が ら 現 在 の 地形 形成 が 行わ れ も た が な お その 特徴 的 な 凶 形 と 地質 構造 を | 

BPCAZ OBB SHUI, POPAINBOSRERE)| CLAD Oe HER 

“8 Oe Wei 

あと が E CN 
DES WINAZHRU REAM Sn Si BIBL OV CCR SR oa 
#8, = OSE AHENORR LLC DEED, TINGS 8 LARRIEK aaa 


a, 


i ae J 


190 SAM DMR ES 


a Se eis: LIVIA SARTRE EWR LT BSH 
く の 問 題 を も 含ん で いる = DFO INREIS BR LCi aka flan % BEL 


た い s。 


本 研究 に あ た つ て 文部 省 科学 研究 費 の 一 部 を 使用 し た ご と を 有 記 し て こ ょ に 席 
意 を 表す る 。 ま た 秋田 県 南部 票 駒 山 交 資 湾 開発 会 か ら は 本 地域 の 一 部 の 地質 調査 の 
HIRE AT, 秋田 県 庁 鉱 務 課 狩 野 豊 太郎 技師 , 上 田 良一 技師 は 直接 本 調査 に 参加 され . 
ERB OBEE BO CK SR fb BOREL OW CLE RRGHEZ 0 HERE 
賜 つ た 。 また 野間 盆地 の 研究 に 当 つ て は 筆者 等 の 一 人 (島田 う は 増井 淳一 ギ 助 殻 控 よ り , 
少な か ら ぬ 御 辻 示 を いた だ いた 。 これ ら の 方 々 に 深謝 の 意 を 表す る 。 


Lit ARR OLBRD* 


Chemical Component of Cambro-Ordovician L mestone. 


he ie ea aro eh (Kitaro Takahasi) 


Abstract ; The writer dealt with the Great Limestone Series, from: 
middle Cambrian to middle Ordovician in age, of Sosan district of North 
Korea chemically and protted the data of analysis of them in CaO-MgO- 
Clay part diagram. The contents of MgO are well defined to each strati-- 
graphical units but the contents of clay part are not so well defined to 
each units as in MgO, and shown some variations in the same unit. 


HRT YOR ¢ RR BVCE GRRABIKREH OBR 研究 は 
多い に 反し て 石灰 岩 の 化学 的 研究 は 少く 堆積 学 並 に 水 成 岩 々 石 学 上 貴 屋 で 
あつ た 。 TORO CU AREY に よる 江 洲 本 洪 湖 康 大 人 山 の 石 灰 岩 の 層 
序 並 に 化学 的 研究 を 見 る の み で あつ て 他 に は 唯 筐 業 原 料 調 査 の 必要 か ら 層 
序 学 的 な 立場 を 全然 療 不 に 人 れ な い 商 品 的 な 分 析 結 果 が 見 られ る だ け に す 
2 Sr NE 


欧 に 筆者 は 平安 北道 栗山 地域 の 大 石灰 岩 統 の 調査 に 当 つ て 単なる 野外 地 。 


質 的 な 岩石 名 を 付け る こと を 不 滴 足 と し , 各層 序 毎 に 標本 を 探 集 し 之 が 化 
学 分 析 の 結果 を 取 人 れ て 岩石 の 種類 を 決定 し 更に 之 か ら 堆 積 学 並 に 水 成 岩 


RAVE 上 の 療 察 を 試み た 。 休 山 地域 の 軸 鮮 系 の 層 序 及 構 造 の 研究 は 先 き に 


*  [2RTR ° ABI OR RIC Lk AILS RG OBE) SEAL CHR SAR RAE 
部 第 12 回 例会 BAC, 昭和 27 年 10 月 4 日 〉 に 於 て 議 演 し た も の で ある 。 

** 山口 大 学 文 理学 部 地学 教 窟 ep 

1) Ba gin URE A UE ee 
Zhe : 


AA 


CE 


JIRA, ses EQ” 


の 研究 あり , 次 いで 筆者 の 研究 9 BD So 


AE ROARS, (中 部 実 武 紀 ~ 中 部 奥 陶 紀 ) を 筆者 は 層 序 及 岩 質 


OA NN OA RD 符号 * 
i (10) SETI £8 aK AG (250M) -oeee eee errr oe Pisophrs ae eats -6E- 
hy 部 9) 上 位 , 淡 灰 色 板 岩 岩石 灰 岩 (100m)… 80 6D 
ERG IC 3) 下位 , KGS Ret AIK (80m) ---CC 
灰 岩 層 | (< iS Pee RE Ce 及 板 状 苦 志 質 右 
下 部 Weare Gute ere ar 6B 
Mh 6) bt, BOR ME HURTS Be VETS EI (100m) 6 A 
最 下 部 て 5) 灰色 泥 灰 岩 ・ eB AIRE Efe 100m)---%----5 A 
fC A) F2BRSR, SERIE oo eee tree eee | ie 
FRG | Je eh 3) ais 位 , ARIA SIA Ee RS ie Se (250m) 
Sal ( 2) 最 下 位 , SAARC RE ae 4A 
T 8 (CD SiR Bie alka, BARS EIB ブー 3A 


DEOSZ/BREO AIK ISEB 13 年 1 年 に 京城 の 地質 調査 所 の 分 析 
th, KH, BE, SM, BAROMRICLOCaHt SNK. | 
KATE RESO SHAE» 


Ear [= 産 Hh CaO MgO Al,O3 | Fe20s | Insol. | Ig.loss 
3A |. ya -|_ 28.34 04 eS sll 3.03 |* 36-71 | 24.57 
” gz & mq | 30.18 | 1.86 | 2.72 | 4.32 | 34.97 | 2889 
Ase es sees 1) .58.67--17 1193 E025 063 ) 1.07 | age 
7 #5 wm | 51.98 | 141 1-013 | 0:97 | 3.30-| /42i23 
4B | gx | 54.84 | 0.39 | 0.03 | 0.47 | 063 | 43.38 
” = 大 洞 54.64 0.22 0.06 0.55 1.05 43,32 
, ge aq | 55.26 |. 0.8% |! 0.097) 0.14 bY 0.33") *- 49.89 
4c | = 3% | 54.88 | 0.18 | 0.09 | 0.47 | 0.98 | 43.30 
: me eq | 55.14 | 0.28 | 0.07 | 0.23 | 0.48 | 43.62 
. = $79 | 55.14 |} 031 | 6.06 | 631 | * 696-8 aaes 
” =e Hb 55.19 0.24 0.02 0.34 0.50 43.73 
; mz eam 5484 | 0:36 | 0:09 | 0.39:} 0.92 | 43.32 


J) AKA, 金 鐘 層 : 


1931) 鴨 線 江 南岸 地域 に 点 在 せる 古 芝 岩 麻 の 層 位 学 的 研 


Be (HbA ME ae, 43, (508), 5.34 9°; (509), p.402) 


Be, 


高橋 英太郎 : (1953) | 
j= ( 山 A meee AIDS» 


) 高橋 英太郎 (1942) 20 万分 1 ae aes 


7B AGUS SUE IE OBE (第 6 報 ) #8 HUE oye 
5, 近刊 印刷 中 ) 


* 称号 は 下位 より 3A~6E と し た (1A~2A は 坪 統 より 下位 の 陽 徳 統 に 付 し た )。 


192 a on HRY ae Gs 


ry 
5A\ + F# 43.42 0.87 1770) SaleSSeaie oars 35.17 
i 4 2H 45.06 0.75 1237, 1.88 14.84 36.06 
” 王 市 地 51:28 0.98 0.47 147 | 5.04 40.85 _ 
” wet 7 洞 51.64 0.83 0.27 0.94 4.22 41.95 
6A Fl 4% SG | 43.34 1.20 1.22 1.41 17242 alo 526 
2 + & A 46.16 2.64 1.29 1.29 10.30 38.28 
% 3¢ 38 JA 44 62 3.58 4.02 0.79 3.04 43.87 
6B = fe iA 30.68 19.10 0.13 0.84 3.47 45.70 
” Se 1 洞 37.91 8.38 B72. 0.67 4:77 44.35 
a ” 40.18 6.84 1.87 0.67 SI7 ly ae A OL 
6C [ Je ee 32.66 | 16.00 F711) \OO 6251s Bk 34 46.55 
Von = 8 3A 30.96 | 17.89 1.40 0.94 2.68 | ~45.77 
” 38 pS JA 40.68 | 10.37 0.27 0.74 2.23 | 45.68 
” Ree ial 43.00 8.13 0.31 | 1.19 5.02 42.41 
6D | = 8 im | 52.58 0.65 0.13 | 055 | 4.56 | 41.44 
oo |) + eh Hh 53.00 0.62 0.21 0.74 2.86 42.54 
” ¢ 38 IA 51.54 1.36 0.21 0.63 3.41 42.63 
6E + 5A 47.76 3.57 0.20 2.35 3.96 41.96 
, の 49.08 4.11 0.14 25 2.92 42.42 
” Ee LA 48.78 3.60 0.14 0.74 4.72 42.16 
” NAT 47.60 3.37 0.37 0.74 6.32 41.49 
i 7 53.12 0.38 0.27 0.63 3.82 41.38 
” = - 洞 50.94 Dati 0.90 0.89 3.33 42.84 
(産地 は 何れ る も 平安 北道 修 山 郡 の 北 郭 , ASU ~ HE CHA) 


以上 の 分 株 値 を 三角 座標 に 図示 する に は Si(SiO。), U (Al,O;+ Fe,O;+ 
MgO), L (CaO) を 用 いる Si-U-L 座標 & CzCO。-MgCO。-Clay part 
(Al,0;+ Fe,0,4+SiO,) の 座標 と ある が が こ ゝ に は CaO -MgeO-Clay part 
(Al,0,+ Fe,0,+ Insol. ) Heit FAVS, Ig.lcss は 省 い た 。 そ の 座標 は 
MAL) CHA, 


この 結果 を 見 る と 3A~6A は 石灰 岩 , 6B~6D (SSLBARE HSE 
Kat RR URRO SE は 再び 石灰 岩 と な る が この 問 で 3A, 5A,6A Pe Hb-E 
分 多く 其 し く は 泥 灰 岩 に 至 つ て いる 。3A~4C を 除く と 粘 王 分 は 天 約 5A 
より 減じ は じ め 6E が 最小 で ある が この 問 苦 二分 は 1 回 増し て いる 、 


右 灰 岩 中 の 粘土 分 の 大 小 は 海鷹 の 深度 に 関係 する と 義 え られ る が 苦 王 分 - 


の 大 小 に つい て は その 原因 を どの よう に 療 える べき で あろ うか 。 Twenh- 
ofel 其他 に よる と 海水 中 の 苦 圭 分 に よる 石灰 岩 の 次 代 を あげ て いる が , 


ae の 変 氏 の 大 小 は は た し て 価 に まる の で ある ろう の 3% BAO 
中 の 生物 , BRMORUERRMRIENL Ex OH DS OMNI 
L BOPREBIBFOLIDWREL EW. | A cetiaela 

| PRICED BATE L CIMT LILO I ERIS S 0 


a Bt 


# | FeO-Al,0;-S'O, 3(II)* 

& y . (The system FeO-Al,O,-SiO,)(II) 

4 . ! ; J. F. Schairer RR 
y 人 A fit = (Kenzo Yagi) 7 


“eee 7 EB ER ORR pe 
LBA 7 wEReME - FeO-S'O, OMAEROMAME, 前 に も の べた よう 


BMT He SMe LHS TSM, この 結晶 を 得る よう に 特 
q ee eae 


2a ee し て 存在 する 可能 性 が SHSM, 3m BR FeO-Al, Oe 5:0, ‘Z Pa 
a cls, LOL DBMS 5 け TaN 反応 で 平衡 の 得 ら ちる ゝ 望み は ほとん ど ve 
ae 


* Aes 37 BS FEN. 


sabe Tt x 
a) ON ; 
ee y 


< > es . * ot Pp ee 
’ = s 


RS 4 WR 
8 SBiRtiwa 


PAAR 3FeO-A1,0;:38.0, の 組成 は ヘル シン 石 の 領域 内 に 
HY, この 組成 の 責 体 は 約 1300° 附近 に 液 相 面 を も つこ と が わか つた 。 
EO CI OMB FOREO CAC, GOA RCS SX 5 
な 可能 性 を た し か め る た め に , 幾多 の 実験 を か さ ね た 。 し か し 英国 Bot- 
allack の 天然 の 鉄 禁 本 机 石 を 種 と し て 加え て みて も, 本 系 の ガラ ス の どれ 
a6 > RAMS LO. PRM KOUTA 
BA PAS RICH, 750~1050° の 間 の 温度 で 3 週間 加 和 熟し て 結晶 させ 
た 時 に も , GL eOWRES, Ae vy, 及び 鉄 董 青 石 の み で あつ 
79 RE MAOM ROW M ACES ROWE, 1088°45° で 完全 に 
結晶 と な り , Swi, ~ve vy GRURESBAOAL ORAS, 

DGGE RODD A, KRROBBMMA SL LU CMAR 
BORED BLO み ,~ 更に アリ ジグ ナ 州 の Superior 産 の 真珠 岩 り OLE 
を 白金 疹 に つ * ん だ も の を 加え , 両者 を 真 裕 の 石英 ガラ ス 管 中 に 封じ こみ , 
これ を 2 ヵ月 間 800°C に 保っ て みた 。* し か し ALY Se is 全く 
Hees, 又 種 と し て 用 いた 鉄 禁 本村 右 も 全く 分 解 し て いな か つた 。 鉄 禁 
FUME OM RIDE WF A & BUK AER (hydrothermal pressure vessel) 
aC 15,000 $f EE/ RAM ORKARIED Fiz, 600° yz 83 me Meh 3 
_ ゞ けた が , 得 ら れ た の は 鉄 曹 青 石 と 磁 鉄 鉄 の みなみ で あぁ つた 。 か く て 熟 水 実験 
CY PRAMAS SNE POK. RETR YE DORM 7 EIB CE 
FEF SLEMBRE SN CWSBM, いつ も る もそ と 確固 た る 証拠 は な くり し た が 
“つて 鉄 氏 本 税 石 は 人 生 融 体 か ら は 未だ か つて 合成 され た こと は な い の で あ 
eZ, \ 


EOIZDAERIR TILED RIROTEINE & 7 RE ASF 
に 最も る 富む 柄 格 石 は Alderman” に より 記載 され た 英国 Cornwall の Bot- 
allack 産 の も の で , DIC LIP 91.8, マン ガン HH 1.7, 
Te 2.4, KEM 46 CHS, われわれ は CE. Tilley 教授 
の 好意 に よ つ て , BUNA NB OME EES CLM CRS LOR 
料 を 890° 及び 850° に 保ち 80 ARYA ew, 全然 分 解 の 徴候 は みみ 
の られ が か つた ec LPLARBAFABSHHUE AA, 900° wz 2 SERS Hn 
PAL RA, P> DLAC EMAL MEN, SPHOAVY YRONA BSH 
Pia & BOM 72 Te IRE LEE 2 72 TED Ga L OCA L 


1) H,04-3.70%, H20-3.70% 水分 が 人 触媒 の 役目 を な す よ うに 加え た の で ある 。 
: 2) Alderman, A. R., 1935. Almandine from Botallack, Cornwall: Min. 
Mag. 24, 42-48. : 


: i te SEE a で 
ce ee ME CEE ie, VO 


め ら れ な た 。 更 に 1000 で 72 時 間 加 熱し た 所 , = OBLRETIE DSA 


分 大 きく 成長 し , KRESERUKMKEECHS& LRG 15 Li eas 
hes DBREMTEC & DINE OBIE EE > ¢ % 900° 位 の 低い 温度 


"で あり , REODMERILE DDCAR CHS, BARES 1050° で 


10 時 間 加 熱し た 試料 に は 若干 の 液体 gemini CLs ROWS A) 
の 成 生 する こと が みとめ られ , その 量 は 温度 の 上 昇 と 共に 急激 に 増加 し た 。 
1090° で 10 時 間 加 熱 す れ ば , 鉄 墓 青 石 と 鉄 節 概 石 と は 消失 し て , ヘル シ 
ン 石 の 結 醒 の み が 急 冷 ガ ラス 中 に みとめ られ る 。 こ の Botallack A. 
の 高温 に お ける 熟 的 性 質 は , M 点 て 第 5 図 ) の 温度 , 1088°+5° 4 OY 


低い 温度 で 液 林 の 存在 する 点 を の ぞ け ば は, ALOGIZAOBOMESE LAS 


KRG So SOMBAR 91.390 OBAMA thic, 8.7% Ooh 
BAF CS GLL EBA SU, 1050°O Ki Cie 2 OM BIC 


WADARS SO LSE a4 KWo. Botallack bihE + SURFER 


に 人 れ て 実験 し た 所 , きわ め て 長 時間 加 熱 す れ は , 500° ORC 4 BIR 
し は じ め る こと が わか つた 。 即 ち 粒 の ある も の は 砂鉄 鉄 に よっ つて 震 ら され , 
PASS 7 ETT EAT SOR, ORR TTIEO EAM O Hiei to Fan 
た 粒 な ど が みとめ られ る 。 

YH ALS. Se R. MO Kariffan. の NO ar daar wit | 
liam F. Foshag 博士 の 好意 に よ つ て 得 ら ちら れ だ た 。 その 分 折 値 は な い が , FeO 


Oe OC tS ら , NORA ESFiceGLe 


が わか る 。 これ を 850° で 3 AMAL CL NFASLMOENKAHOR 
が が, 900° WHATS EL 2 週間 の 後に は , DO DRIER DIL $3. SL 
て 1020° で 72 HERAT A+, LH, Kea, RUSSRRAD 


UBWAXNS. FT 7AUWO Fort Wrangell OA 4 AK Foshag 博士 よ 


りお くら れ た 。 これ は 鉄 覆 和 本格 石 69.6, 7 vy WY i 3.5, BE 
21.2, FRBEMIBE 5.7% の 組成 を も ち , DATS LS, BHA, RB, 
Fata BE X14, New York fj Gore Mountain!) fate web 
BG 40, eR 43, REI 1.4, ay ee 1, IGRI 
B2OMREDD, MMATHIE Me cLvCeAesA ena 0 TAS 
低 し ), 斜 方 煙 石 及び 作品 右 と FETA, LPLIOMPALRKABIEAD 
組成 か ら は あま り に へ だ だ つて いる ため, 本 実験 で は あま り 役 に 立た な か 
Dice 


1) Levin, S. B., 1950. Genesis of some Adirondack garnet deposits: Geol. 
Soc. Amer. Buli., 61, 519-565. 
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GHEE L WE DONS RAHERO MARL So B-AlOs 1k E OFA 
FRESH SDN MMO. AVAEE RE BL NS HE} OCW 
Bo 作品 石 の ヘル シン 石 は 常に 完全 な 8 HPRAEAE To SEE 13 
柱状 の 柱 面 を も つっ 結 品 と し て ガラ ス 中 に 存在 する が , 球 酸 に と ん だ ガラ ス 
中 で は いく 分 か 長く の びている 。 ウ スタ イト は 常に 小さ な 丸 味 を お び た 堪 
BOTS, 冷却 する 間 に 成 生 し た も の は , 微小 な 8 面体 の 連 な つ 
KOOLL THE HHNS, 

前 に 述べ た よう に , RE Ble 封 管 中 で 数 日 叉 は 数 週間 800°~1050° 
VDF L CHD CEB Nie NE OKRR CES NEMO REDH OR 
BAL, SRORMBILOCOA, 確実 だ な みとめ る こと が で さ た 。 これ 
は 放射 状 に 配列 し た 繊維 状 の 集合 体 で , 頭 徹 鏡 下 で は 波動 消 光 を 示す 。 実 
験 で 得 ら れ た 最良 の 結晶 で る も る あ まり 大 きく は な く , 有 生 他 の 結 品 相 と 混 じ て 
いる 。 鉄 曹 青 石 は 放射 状 集合 体 を し て いる た め , 光 軸 角 や 光学 性 の 正負 を 
PETZ ILIAD CHO, HARBORED RL, 屈折 率 は 略 «= 
1.551, B=1.564, y=1.574 で ある 。 双 上 唱 る 普通 に 見 られ , BRCUBRE 
や ゃ 大 山 岩 中 の 天然 の 草 青 石 に 普通 な 三 連 双 上 も 稀 で な い 。 多 色 性 は 見 られ 
な いり RICANS BS ARR RICANS YAR, TV ADA-NVA, Mik 
ガラ ス の 小さ な 包 裏 物 を ふく むこ と が ボ が ある,。 CNSUCLORMSSEEES 
APA FA EMEC DIAG S LRT So MUROBL (ROMA b AB 
HL ARBRE ROXAS ( M-OMERLTCZOT, 本 系 の ・ 


LF 


DEGREES 28 (CuKa) 


AIM @hgieeRARELASHOXeOAMS 
(A) SRE ACV MMO US AP AACE S 2M EC, 3 週間 850°C 
に で 保つ で 得 だ る 9 
(B) #84 (2MgO-2Al203-5SiO2) OD MMOWS AEBS, 2 we AR 
1400°C )< 人 保つ て 得 た る の 。 


oe ee: TESS 


ーー 


第 7 MIKES HEL ORELEBE 0 X®) AR 図表 を 比較 し た 。 
者 の 格 手間 隔 の dd が よく 一 致す る こと が 明か に みとめ られ る 


Be. OEP AWB TT YZ bOS I REE OD Jeet 7p YE pe as Be 
で 義典 大 eos + * ゝ 存続 する こと が ある 。 FeO-Al,O,-SiO, 系 に お 


いて は , 鱗 理 石 は 液 相 面 の 直下 の 温度 で 容易 に た 品 出 し , 又 ガ ラス を ふく む 


小さな 圭 放 を 炉 の 過 度 迄 加熱 する に 必要 な ご ざく 短 時 間 内 で も 小さ な 鱗 東 石 
Oda Bde TA, EEG ILSE TTS (AIEO HERE % O72, ERAN Aaa RO- 


WKO fine FEL CUS. 第 5 BRU 6 Mics, Meat 7 Vz 


AN—-WVEE DBRS DO 1470° の 等 温 曲 線 を 未 し た 。 RE ORBRASZ 
管 中 に 封じ て , 800°~950° の 温度 に 加 熟 する と , 石英 の 品 出 する こと が 屋 - 
々 あぁ つた 。 べ X 線 粉末 図表 の ある も の は , 石英 か ら 鱗 鞍 石 へ の 転移 温度 で あ 


aro 


837° 43°) 以上 の 温度 で 結晶 させ た 場合 に る , 石英 の 存在 する こと を 
示し た 。 こ の 石英 は カラ ス 管 中 の ガラ ヌス EP OWES MAT ZAHA 
た も の で , 一 度 出 3 来る と 準 安 漠 の ま ゝ 存在 する 。 こ の 石英 を 1050°, Bers 
eo a NN 


—NVAKEREFTSZ. 1000° た お いて は 石英 ょ ク APN WOM BH 
KEG Bo ee ase en 多 は 略 


1000°C で 起 る る ゃ る の で ある 。 


10 結晶 作用 


FeO-Al. 0O。- SiO, Alisa AT~ TH 定 の 組成 で ある た め , その 結語 


作用 は きわ め て 単純 で ある 。 本 系 は 結合 線 で 6 つの 3 角形 に 分 た れる 。 
結 品 と 液 と が 完全 な 平衡 を た も つ 場 合 に は . これ ら の 3 角形 内 の すさ て 


の 組成 の 融和 体 は 冷却 する 間 に , いづ れ か 1 つの 3 成分 不変 点 の 温度 で 結 


EVER ESET L ( 逆 に 加 部 する 時 は この 温度 で 融解 し は じ め る ), その 時 の 
最後 の 残 液 ( 叉 は 加 部 する 時 は 最初 の 液 ) は その 3 成分 不 秦 点 の 組成 を る 
me Ac 


PHD BSE 7 PM ORNS, 第 5 MONVY vA-ANA-AL,O;. 


(HE) 区 域内 の すべ て の 液 は J 点 の 温度 1380°+5° CHAI TS, 
LREBA-ANVB-ANVY VE AOR LR 1205°+10° で , Kee 
石 - ム ル 石 -SiO。 (READ 内 の 液 は K 点 1210°+10° で , Fee 
A)\r YRBHSA 区 域内 の 液 は M A 1088°+S° で , WRK 


1) Kracek, F. C., 1939. Phase equilibrium relations in the system 
Nap SiO2-Li,SiOz-SiO, : Am. Chem. Soc. Jour., 61, 2863-2877. 


rT ete As BHD (CLALIT ど な い も の と 考え られ ee 
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EeE-SIO, GER) 区 setipsoovtee Nf 1083°48° で ) 22 BREKBED 
ー ヘ ル シ ン 石 -FeO て ウス タイ ト ) 区 域内 の 液 は 3 KERALA O- 1148° 
+5° ClAUD THT S. 

次 に 第 5 図 に 示し た FeO-Al,O,-Si0, KOPRBERAL TC, 結晶 作 
用 の 経路 を 明か に し た 第 8 図 を 用 いて , 代 表 抱 な 融 体 の 結晶 作用 を た ど 
つて みよ 3 う 。 LOM で は 紙面 を 節約 する た め , SIO. 頂点 と 系 の 下部 は 省 
WHS, 3 RGREAO J, K, LLM, RON, iz 2 成分 不変 点 O- 
C,D, 及び G は 第 -5. 図 と 第 8 図 と も 同じ 記号 を 用 いた 。 第 8 図 で は 
KES, AVA, 及び 鉄骨 械 石 の 組成 は それ ぞ れ X,Y 及び 2Z で 示し , 
境界 線上 の 矢印 は 温度 の 降下 する 方 向 を 示す 。 ; 
組成 b 及び ぇ の 液 の 結晶 作用 は 3 HBA (Y)-4E BG (X)-SiO, 
か ら , クリ スト バー ル 石 が 最初 に 品 出 する , SiO. 頂点 に 近い 組成 の 狭 
い 秋 囲 を の ぞい た 区 域内 の 組成 の 代表 と 見 な され る 。b 液 の 結晶 作用 は ま 
SHMEOMBE LOCC ED CORE B 6 図 の 等 温 曲 線 か ら 内 挿 
凌 に より 読み な と れる ), fh AlsO 計 b=47 に そつ て bb より 4 迄 すみ 
MWHBOTCAVARMET So CONk oR GJ eZOCT 4A EDN ST 
ぁみ, この間 鋼 玉 は 液 ご 反応 し て ムル 石 を 卓 出 する 。5 で 鋼 玉 は 消失 し , 


x eS _. to SiO2 
to Sie oe Si02 \ 


\ 
to Al203 


S | A 
to FeO.Al203 to FeO.Al203 


to Feo te FeO.AlgQ3 


8 FeO. Al,0;_Si0, 系 の 上 下 を 紙面 節減 の た め に 和 省き, その 中 央 部 の 


みみ を 拡大 し て 結晶 作用 の 径 路 を 明か に 示し た も の 。 
WIL AV ADA ® fat LO > RR ヤマ -5-a-g-1 に そつ て 5 kD 1 まで す 
* む 。 LI BW CAV ACER 2h Y, WI 2 OTS E AHL LO > BB 


\ i 7 Sid 
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/ 


Hi IK に そつ て K に 到達 する 。 KK 点 で は ALE RL CP 


Batik l, 液 が 完全 に な ぐ な る まで 一 定 の 温度 で 反応 が 行わ れる 。 # 
全 に 固 結 し た 成 生 物 は ムル 石 , ERG, 及び 鉄 甘 青 石 か ら な る 4。 a HOE 
HafERORBIL b の それ と 同一 で ある が , & の Kez は 鋼 玉 が 先 づ 品 出 
UFR, 反応 に よ つ て 消失 する と いう 複雑 さ の な い 点 水 こ と な つて いる 2 


d,c KU e OM#ROROEAER GSMO a, 3 角形 鉄 曹 青 大 


(X) - ムル 石 (Y) - ヘル シン 石 内 の 液 の 代表 と 見 な され る 。d 液 の 結晶 , 
作用 は b の 初期 の 結晶 作用 と 同様 に , 鋼 至 を 品 出し じ つ * ゝ 直線 AL,O,-d-6 


EN CR 6 CAVAREHL, 液 は GJ に そっ て 、 


6 まり すく むむ この 問 鋼 玉 は 液 と の 反応 に より ムル 夏 を 唱 出 し つ ゝ , 
自ら は 融解 し で ゆ ぐ 。7 に お いて 鐘 玉 は 消失 し , 液 は ムル 石 を 品 出 し つ * ゝ 
pe Y—d-7-c-f-3ie SOT 7 LH SIE CHS Bw, SIBWe AVAIE 
freA Ati), Wii 3 より Ki, AVAL ERO MS et MLO» 
境界 線 に 治 つ て すゝ む 。 K ACME ME OFC REABLADIVT,. 
GES AAG ST SLC, 鱗 理 石 は 完全 に 融け , な お 若 王 の 液 が の こる 。 
— OWE CK A 1210°+10°) iv benke ss, MEADS AO BRIS 
LOCA BC BRAPEL, Miss KL に 沿っ つて すゝ み , KRESS 
Hb, ムル 大 は 減少 する 。L に 達する と ムル 石 と 組成 し の 液 と の 反応 
の 結果 鉄 昔 青 夏 と 共に へ ポル シン 石 が 成 生 さ れ , WE (1205°+10°) が 一 
定 に だ る も た むれ た すま > 液 が 消 減 す る 迄 この 反応 は つく 。 CORRAVA, 
GEER, 及び ヘル シン 石 の 集合 体 が 得 ら れる 。 c の 結晶 作用 の 径 路 は d 
と 同一 で ある が , c の 場合 に は 鋼 玉 が 最初 に 品 出 し , Bic Bye KO CI, 
滅する 複雑 さ は 見 られ な い 。 Ct 
X-Yー- ヘ へ ヘル ジ シン 右 区 域内 に あり , 有 上 且 YKL RAILS ARO MAEM, 
初期 の 径 路 は .d Mik c の それ と 同一 で ある が , ムル 石 領域 を 横切っ つた 後 
に 結晶 作用 の 経路 は HK で な く , 境界 線 KL に 達し , これ に 沿っ つて Ll 


迄 いた る 。 る し 液 が X-Y- ヘル シン 石 区 域内 に あり , 且 YJL 区 域内 に あ 」 


nik, ZOMMORAER d 又は c と 同一 で ある が , AV ARMY 
切っ つた 後に は , 結晶 作用 の 経路 は 境界 線 JL に 達し , これ より し に 向う 
間 , ヘル シン 石 は 増加 し , AVES TS. し 点 で は 一 定 の 温度 (1205° 
千 109% で 反応 が お こ な わ れ , ヘル シン 石 と 共に 鉄 曹 青 石 も 上品 出し て , Riad 
作用 が 完結 する 。 

e 液 の 結晶 作用 鋼 玉 の 品 出 を 以 て は じ ま り , 経路 は 直線 Al2O。-e-q-8 
Hote ky 8 に すゝ * み , こ * で 鋼 玉 と 共に ヘル シン 石 が 上 品 出 し , 液 は 
BAB ‘8 に そつ て J に いた る 。 J Cl ROWE (1389" 圭 5") に お い 


i 


\ 


‘\ 


as Oe 


4 


900 \ en oe: a 


é 


: 


= 


JL に そい Lets to 2 > C-BOWE CL A 1205°+10°) wR 
て 結晶 作用 が 完結 する 。 か くめ の 如く , 3 角形 X-Y- ヘル シン 石 内 の すべ 
て の 液 は し 点 (1205° 寺 10°) で 結晶 作用 を 完了 し , KBB, 4G, & 
び ヘ へ ヘル シン 石 より な る が , この 総 点 に いた る の に は いく ら か 異な つた 経路 
を と る こと を 知る 。 


n, p,q, 及び m な る 組成 の 液 BSD の 寺 品 作用 は 3 角形 2-X- 


「 ヘ へ ヘル シン 石 内 の 組成 の 代表 で ある 。 この 3 角形 内 の 組成 で , HA DAR 


域 過 に ある も の は , RMCAVA ML, 直線 CAI nj-ll 又は p- 
15) に そつ て すゝ み , 最初 の 組成 た 応じ て (1) 2 K OFF CHAR AK 
WEL, を それ より 0 いたり, Bic LM retort M ECF +E dr, (2) 
KiL OFF CRRA KL HL, nko Livro, Bic LM ics 


DC! M2 Ct > td; (3) By J & Lie oF CRF IL VEL, e 


VDE EO CME Ptr OCS 5 

3 角形 Z-X-~ vey 内 の 液 で , B 鋼 玉 領域 に ある も の は , FO 
RC RE q bY 8 HS) 2 
て すゝ み , 最初 の 組成 に 応じ て 境界 線 GJ saa lI の いづ れ か に 達する 3 
GJ に 達し た も の は , し ぼら くそ れ に そつ て す ・ ゝ み , BH 玉 が 完全 に 融け る 
尋 ペル 有 有 領域 を 横 協 る で りり" に 達する Se 上 上 ド に 達 つ だ の (は まで 
AB, 2> C—-SOWE (1380°+S5°) に お げ びる 反応 に は より, 鋼 至 ば 全部 消失 
Wire Abd 0 Lee C Deu pe Se LC 0S EC 
LYVAVESABBAL, RBSARSEDON, に れ さ より 0 LM icBot 
M 点 に いた り , CO > CRRFE SS b6DnNS. 

3 角形 2Z- ベ - ヘル シン 石 内 に あり , 呈 へ ヘル シン 石 領域 上 央 の ヘル シン 石 - 
L-M 区 域内 に ある 組成 の 液 は ま づ ヘル ジン 石 を 品 出し , BR (た と えば 
ヘル シン 石 -m-k-14 に そい m か ら 14 迄 ) に そつ て 進み , LL と M の 


MEG Shot LC, 結 醒 作用 は 1088°+5° で 完結 する 。 3 角形 Z-X-~ 
ル シ ン 石 貼 に あり , 呈 ヘ ル シ ン 石 領 域内 の ヘル シン 石 -M-Z 区 域内 に ある 


組成 の 液 は ま づ ヘル シン 石 を 品 出 し , 直線 経路 を と つて 鉄 税 筑 石 と ヘル シ 


ン 石 の 領域 の 境界 線 に 達する 。 こ ゝ CHARA DH LIKUD, それ よう り 

きれ @ そ つて 上 ML Awe), C+ CREAR RH し て 結晶 作用 が 完了 
する 。3. 角形 Z- ベ ~- ヘ へ ヘル シャン 石 内 に あり , AA ERAOM ROR 
は , まず 鉄 概 村 石 を 上 品 出 し , 直線 経路 を と つて 鉄 竹村 石 と ヘル シン 石 の 領 
域 の 境界 線 に 達し , これ より 境界 線 に そつ て M 点 に いた り , © > CRE 


— 


て , 鋼 玉 は 液 と の 反応 に より 鋼 玉 が 完全 に 消失 する と , Mi J を はなれ 


- 


| 間 で 境界 線 LM に 達し , それ より LM に そつ て M に いた り , こ > で 鉄 
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青 石 が は じ め て 品 出し て , EVER DET F So 0% 3 角形 2Z-X- ヘ ル 
シン 石 内 の すべ て の 組成 の 液 は M 点 (1088°+5°) で 結 品 作用 を 終り , 鉄 
his, KEBE, 及び ヘル シン 石 よ りな り , eS この 終点 に いた る 経路 
が いく ら か 異 る の み で ある こと を 知る 。 

3 角形 Z-X-Si0, 内 の すべ て の 組成 の 液 は 3 成分 共 融 点 N で 1083° 
5° で 結晶 作用 を 完了 し , Hea, 鱗 球 夏 及 び 鉄 曹 青 大 より な る 。 
その 天 部 分 の 液 の 結晶 作用 の 経路 は きわ め て 単純 で ある 。 た と えば ね 
及び g kon Sh FSOMBEARILAVEL AML, それ ぞ れ 直線 の 経路 
h-l Mis g-l BED, MR HK Leni) K kewry, 2s 


Ge eee re LD VANS 


解す る 。 そ れ よ り / KN に そつ て 進み ,N 点 に お いて # ne a VERA DSSERET る 。 


3 角形 Z-X-—SiO, 内 で は 2 つの 区 域 の な が 特に 興味 を ひく の で , これ 
つい で の Ce 次 よ うう sc FDH 1 UE XKL RMCASZ, CONOR 
Hema FAOMOS SAC KL に 到達 し , それ に 沿 つ て し ば らく すゝ む が , 
が て これ を は な れ , 鉄 草 青 石 領域 を 横切り , KN の 間 の ある 点 で これ に 
SER NCEE SC NEE NRE RE 
mihLl, 攻 線 Y= だ 3 に 治 い より 0 8 に する C+ CAnGe Hic 
EAD RAL, MHORRM AK rZOT 3 LH Ku +t KS 
i bic k OME ANHAL, KL ico t 9 FCF >&e;, os Ca 


m o> や 


WARE LL CREBBOA DBS CR OD 9 は X-f-9 直線 と KL Ene: 


RUC EDEAZbNS).LEMOT, 9 £ VBR 9-10 BOTT SA, Bi 
Fe KN に 達する 。10 CHUM EARSS bn, Mit KN に そつ て 
10 より N に むか い , N BY CEA & GaAs L Chea VE Ase To 
る 。 

砦 に 興味 ある 第 2 の 区 域 は MXL で あぁ る 。 結 品 作 用 の 間 の ある 点 で , 
Wis LM に 達し し ば らく は これ に そつ て ず すま な が OMCAHA aH 
鉄 箇 青 石 の 領域 を 横切り , MN 又は KN に 達し た 後 , N に いた る 。 こ の 
区 域内 の 2 つの 点 に つい て の べ よ う 。 Ki は 最初 に * ル 石 を 唱 出 し , 直 
8 Yn に そつ て で より リリ に すみ, 2s CANAOWC ERA 
BGT So Chm KL に 沿 つ て ll より し に いた り , Os Car 
石 は 液 と 反応 し て 消失 する 。 こ れ よ り LM に そつ て すゝ む 間 , ヘル シン 


ょ り は 鉄 草書 右 の みなみ し か な い の で , 結 品 経路 は 直線 Xj-k-12-13 に そ 
い , 鉄 董 書 石 領域 を 横切り , 13 に いた る と 鉄 草 青 石 と 共に 鉄 役 橋 右 も BR 
出す る 。 


石 は た え ず 液 と 反応 し て 融け て ゆき , 12 に 到 る と 完全 に 消失 する 。 これ 


+ 


“ ~ be x 5 ¥ x 
r \ Ay ~~ 7G N N = 5 le < , 
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これ より は MN BOT 13 FON ECHSS, I CBRE 
る も 品 出 し て 結晶 作用 が 完結 する 。 液 kK は ま づ ヘル シ ジ 石 を 品 出し, Ee 
線 ペ ル シ ン 石 -m*k=14 に 治っ で kk より 4 に いた だ たり 0 こく ゞ で ペル ジン 
石 と 共に 鉄 攻 青 石 が 唱 出 する 。 こ れ よ ょ より IM に そつ て 44 より 12 に いな た 
る 間 , ヘル シン 石 は 液 と の 反応 に よ つ て 消失 し て ゆく 12 に BI る と ヘル 
シン 夏 は 完全 に な . く な る た め ,」! 液 は 直線 X-j-k-12-13. kc 7a OO CKREH 
At eM, 13 で 境界 線 MN CATA, > CHEBELEICHM 


BAAR, MN に そつ て 13. よ り .N に いた り , Lo CREE 


品 出 し て 結晶 作用 が 完了 する 。 a - ae 
以上 の べた の は すべ て 結晶 と 液 と の 聞 に , 完全 な 平 簡 の 得 ら れ た 場合 で 
ある 。 る も し 分 別 結 晶 作 用 が お こ な わ れ ・ ゝ ば , 液 の 最初 の 組成 と は 無 諾 係 に 
曲 作 用 の 経路 は 常に 3 RGA N に むか つて お し すゝ め ら れる CB 
し 3 成分 系 ウス タイ ト - 鉄 概 村 石 - ヘ ~ ル シン 石 内 の 点 は 除く 。 こ の 系 の 結 
卓 作 用 は あま り 想 味 が な い の で こ ゝ に は ふれ ぬ )。 分 別 結晶 作用 の 間 結 品 : 
と 液 ょ の 平衡 が が 保 た れ な けれ ば , 3 OD LOR SER E CHET SO 
と が で き , AGE RRAMPCRRSEA, ROPE RUMERO TK, 


, 鋼 玉 と ムル 大 の いづ れ か 1 つ 叉 は 両者 を ふく なの で ある 。 


. ll 28 SEAR 

Bucking” は 北部 セレ ベス の Seputan KNOB 4% 5 BBG 

ROR BibT Bic, Se a Re de SR ERR LIC ET ZO 
ERE L Ko. 分 析 に よれ ば その 曹 青 石 は 11.49 9% の FeO を ふく み , = 


NEBKRESEL EAR, Fermor® は GRBOM Bc k ORLA NP 
Raeeb Rian, きわ め て FeO CLUE RAORSACRABALA 
名 し た 。 ド Ramdohr* は Herz HA CEM IC kD BUTI LE 


に 鉄 に と む 曹 青 石 (FeO+Fe,0; 12.87'%) RHUL a! THis. 


A, KAMA, MOG LRT S KREBS I AROTEERY 


1) Biicking, H., 1900. Cordierit von Nord-Celebes und aus den sog. 
verglasten Sandsteinen Mitteldeuischlands; Ber. Serck. Naturfor. 
Gesell. Frankfurt, Wiss. Abh., 31, 3-20. 


2), Permon al i S924) Cees Gilley. “Contact-metamorphism in the 
Combrie Area of the Perthshire Highlands’’, Geol. Soc. London Quart. 
Jour, 80, 22 -71 duza{AsnZ,.70-71 Bo 

3) Ramdohr, P., 1927. Die Eisenerzlager des Oberharzer Diabaszuge und. 
ihre Verhalten im Bereich des Brockenkontakts : Neues Jahrb., Beil. 
Band 55, 333-392. Ms 

4) Shibata, H., 1936. Graphic intergrowth of cordierite ard quartz in. 
pegmatites from Sasago and Dosi, Province of Kai, Japan: Jap. Jour.. 
Geol. Geogr. 13, 205-227. Rate 


Es て Sed eth 
a eee WERE SORA 
— タイト 中 に 鉄 曹 珍 石 の 産出 する こと を 記載 し て いる 。 そ の 2 っ の BBR | 
dmc smit. FO eRe IO AE I 0 OE 

青 石 は 天然 の 昔 青 石 中 最も FeO に と ん だ も の で ある 。 和 純粋 の 鉄 墓 青 石 (2 

Fe0-2A1,0;-5Si02) は FeO 22.18% で ある 。 OEE ee 7 

AEBREEE LOS OLDS, BHAPRBGRBTE MALO | 

出し た も の で あろ うと 結論 し て いる 。 森本 良平 り は 桜島 火山 附近 の 含 黒 結 ーー 

NN eg 

Bibl. ~O BSB 9.97% の _FeO を ふく み , BUH (FagaFojg) 

EN DESRIBES MEST 

マ が ゼノ リス を 同化 じ た 時 に , V7 TORS eee Ra. RO ANT 

0 OCH 45, BA COSA :$ 

_ Richardson 及び Rigby?) i2itathin pues ic! Bee ee, CIs 

が Mes0O DX HHO CLEDNLALMMORSSACHSCLERUR 
、 内 壁 そ れ 自 身 MeO を 0.68% ふく む に 過 ぎ な いか が ら で あ る 。 そ の BF 
OME 7 図 に 粉末 図表 を 示し た , われ われ の 合成 せる 鉄 草 青 
石 の を それ と きわ め て ょ よく 一 致す る 。 征 その 炉 の 内 盛 に 見 られ る 鉄 曹 青 詰 - 

ヘル シン 大 - ム ル 石 の 鉄 物 組合 せ は 平衡 状態 図 (第 5 ROM) LORS 

れる 組合 せ と 一 致す る 。 ; 

WA RIAORE S—LKAEREA eI RVELK BC HCD il 

HEB AKRGBAMBADEL ORD, これ に 少量 の MgO を 混 じ た る も 
の で ある 。 を し か な り MNO を ふく むと き に は , MEY 1 Aa 

SS GOR 

や 流 紋 岩 の 和 孔 隙 中 に も る 産 す る こと が 記載 され て いる 。 叉 鉄 狼 了 葉 左 石 - 昔 殺 ae 

MiB TRO GREE (eclogite) HUME CHS. し た が つて ーー 

BRT IMG, % Lah) ORPBAR Ty AY MAS GLEK pitt 


ASAP ne BREE | Ly ry 


1} Morimoto, R., 1947. On the mode of occurrence of cordierite from. 
Sakkabira, Town Tarumizu, Kimotsuki Province, Kagoshima Prefecture, : 
Japan: Earthq. Res. Inst. Bull., 25, 33-35. cot 

2) SEAR LO “MSA BRGBBA CE, CUCL RM 
ある こと を 確 め , 大隅 石 Osumilite”" な る 新 名 称 を 控 唱 し て いる 。 本 論文 原著 
DE X HTB ARAMAIC ED, この こと を 著者 の 一 人 に 億 えた 。 こ さき に 同 
OBR CHEE RTS OAK 追記 )。 

3) Richardson, H. M. and Rigby, G.R.,1949. The occurrence of-iron co-. 
rdierite in blast furnace linings: Min. Mag 28, 547-5£6. 

4; Tilley, C. E.,1926: On garnet in pelitic contact-zones: Min. Meg.21,47 
50 
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‘ 
f 
i 


ー 


| 信 ぜ られ る 。 し た が つて Bowen 及 Tuttle? に ょ れ ぼ ば きわめて 
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1k, 広 男 囲 の 条件 に わた ろ つて 産出 する ご と が 明か で あろ う 。 し か し ある 程 
度 の 量 の MnO &3.¢ ¥ WRAL, 接触 帯 で は 工 青 石 と 磁 鉄 鉱 或 
ihc ie Wika am ne EN eas Ss LOU RRBASR RAS 
変化 は あま り 普 通 で は な い 。 か く の 如 くく 天然 の 観察 に よれ ば 鉄 禁 入港 店 
KIRO GER AE AlL SRA Clk < %, 900° fe の 低温 で 分 解す る 
こと が 知ら れ た 。 お そら ぐ か ・ ゝ る 気流 中 で は 850° 位 迄 は 容 定 で あろ うに と 


ee 


“wet 


> 


な (水分 に と ん だ う ) マグ マ の 最初 の 温度 は 640° HOUT SMB, 花 
高岩 の 接触 部 で , AR OPER HAE RRECH ZOE AML, SSS 
くに は あたら な い 。 し か る に 和 熟 水 実験 の 酸化 的 な 条件 に お か れる と , GB 
PERE tL 500° OLR C YO BIRT AZ. CNMEOS— FW SRMBAIKO 


「 いて 得 た デー タ か ら , Voder®) (x PRG % SEMA HIGAAO 7k 


ARSED TALEO FB Clk, どん な 温度 で る 不安 定 で ある と 療 え て いる 。 和 熟 水 条 
件 の 下 で は , 鉄 八 拓 極 石 の 組成 に 近い ガラ ス か ら , REBEL RGA L vs 
i る OLILIDOBGA ERI AZAINCHS, 

Lie BoC ceiikin (c RAO HT SO LIZ, MnO の 含有 有 量 や ) . 
水 の 含有 量 や , 温度 な ど に 支配 され る も の と 考え られ る 。 これら の 変数 は 


BE PRY VAY PPR 又は 鉄 本 析 梓 石 - 水 系 の 実験 が 研究 され る 


tRESINS CHAI. 
He OHSU — AAP ORMOMEU FANT SBA, BH (min- 


eral facies) の 概念 は 有効 で ある 。 中 位 の 温度 で , 大 気圧 下 に お こ な わ れ 


SRRBOARHNE EskolaY Osc k SUH RAEI YZ 
ェ ミル ス 相 中 の 関係 に ほ ゞ 相当 する 。 第 9 図 は - 900°C DLEOWEVBAS 
FeQ-Al,O;-SiO, RO ShMHLA 2 RAL. HA CIEE ISS 
PER VEOR DIG, ERR L LCHETS, COMICAL 
7a PCIE REE SREP VADRL ENTHHBS KL 岩 叉 は 半 深 
RO 7) AIS Rih A & EES LIAL OMA VE ¥ DY CIB 
で みる 。 Brauns®) yt Laachersee SHS D Jk LL Ee ic BES, MEG, 


1) Bailey, E. B., and Maufe; H. B., 1916. Geology of Ben Nevis ard 
Glen Coe: Scotland Geol. Surv. Mem. 53. 

2). Bowen, N. L. and Tuttle, O. F., 1952. PRERIOE Zo 

3 Yoder, SEES?) 1952. sano hi Ae 

4) Eskola, P., 1939. Die Entstehung der Gesteine. Die metamorphen 
Gesteine, Berlin. 

5) Brauns, R., 1911. Die Kristallinen Schiefer des Laachersee Gebietes und 
ihre Umbil dane zu Sanidinite, Stuttgart. 


= 


tren Cortierite 


、 Andalusite or 
Sillimanite 


E . _ Wiistite pa oP Hercynite : T “Corundum 
第 9 図 900°C 以上 に お ける FeO-Al,0;- NO ; 
A wg ROR DEST ; mf aS 
es mets 2 と が 相 伴 う も の ゝ ある こと を 記載 し て いる > Thomas?) 


moe rae Oe v7 (buchite) ER Bie, を 含む る も の ヽ ゝ ある で 

LEDS, 挫 品 石 の 分 析 を な えて いる が , DNAS YES 

と の 固 深 係 で ある 。 Bowen, Greig 及び Zies” が ae 

a TOE DBBCH OR, BE? IX DEORE EO YD YA B ws <i 

tes 鋼 玉 が 失 品 右 に と り ま か れ , BRENTOZOEA a 
a A (ERAT O BERT E hia D7 Y) A Hide \ な 組合 せ を 示す こ 

区 を 記載 て で Ss 双 失 品 石 - 球 線 石 - 鋼 至 の 組合 せ は Teall に oy 24 

_ Ben Cruachan の ホル シフ ェ ル ス 中 か ら 報 告 さ れ て いる 。 ; See 

_ Bee eWervy7 。 ルス 中 ORATOR a AHO IER 
に と りか こま れ て いる 例 を Ecskola® HURL, on & GMa (armored 

relics) LkA Ho MP E-RMBRAAD > ¥ H-OMGURS は な wy 


¥ 33 ‘ \ > y 
= oe 
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~em2) Bowen, N.L., Greig, J. Ws, and Zies, E. G., 1924. Mullite! a silicate 
7 of alumina : Wash. Acad. Sci. Jour., 14 183-191. ty 
| 3)  fe—, 1931. BARA, 岩波 講座 , RMAROGHY, 東京 
4) Watanabe, T., 1943. Geology and mineralization of the Suian district, 
a * \ Korea — the geology of the Suian Gold mining district: Fac. Sci Me 
% _ Hokkaido Univ. Jour. 4th ser.6, 205-303. ae 
Eskola P.1939 : AnH A ; | ay ee 


Bert Te be Te Lh cee eager ete Oe 
et AER oS Mle apie oe Ss att 
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Quartz 


». Andalusite or 
Sillimanite 


\ 


Wiistite Hercynite Corundum 


第 10 図 900°C 以下 に お ける FeO-Al2Os-SiO』 系 
Dak nee 


い が , Brocken fEjmalic k OBR Ne Harz ORG” 中 に 発見 され 
TWBo Nb OMAP CMB EBL MILET SM, ある 条件 の 下 
CILMI BUT So BIC BR TH OBEL EO BS CL PEE WL 
ジ シッ 右 及 び 鉄 に と ど む 草 理 石 と 者 RR AD 2A hee 
は , BEBE LAR OMAR OAL MO tw, 

Botallack GARTER AO BNTER ab, 900°C ょ より いく ら か 低い 温度 で 

, 鉄 立 伯 樹 石 が 岩石 中 の 組合 せ と し て , 存在 し うる も の で ある と 老 えら 
fee oak: pean ae es IE 
の よう な 鉱物 組合 せ を 第 10. 図 に 示し た 。 


skola AEMEOA RISO RR 
PONE GML ON SRG - ALE OMG tO OI, BBA 
MMA UBAKNS, Tilley? (LIOOMBL ORV 7 ルズ 中 に は 存在 
眉 う べき こと を の べ て いる 6。 MSO OAMGR. FeO ick HoMAnTw 
ii, COPBCBES AS か に つい て は 未だ よく 知ら れ て いな い 。 

第 10 図 に お いて , RRR LDNSZL, BREE eA; 
Wey v FORE SLBA & LOOGML ST AMS BME oH 


Ramdohr P., 1927; ai Hs 
Shibata, H., 1936: AgHt 


Qn = 


Tilley, C.E., 1923. Paragenesis of the minerals of the three-component 


system MgO Al,O03-SiO, in thermal metamorphism : Geol.Mag. 60, 
101-107. 


いい 


ED ha nd i a 


oes Yh, Mr i a WA 
Cr 


a CY 


ER er ee 


So BO TAPE EER OMA LIt=—9 サイト (eulysite) 中 


VHS NS, KL AW Tilley” it Loch Duich M2 —) 44 } BHO 


JRC, GERRI, ws Rw ガン TE ~ DR ite 


び 磁 鉄鉱 を 含む こと を の べ て いる 。 同 様 な 岩石 は , Tunaberg? や Mansjo® 


か ら る も 報告 され て いる 。 こ れ ら の 岩石 の 総 化学 組成 を FeO-ALOg-SiO。 © 


系 の 図表 に 投影 すれ ば , すべ て PRM A-B HH HEBER AE GO 3 fA 


形 内 に 落ち る 。 Harz OEERRR CLE Oe KE EA 


LGC DROBE RHE POCMAU MRSS. 瀬戸 内 地方 の 安山岩 


= 
Bea, AAIMBAL? CPI EKY®? OREO ¢7Y AMI, BR ~ 


PD (GRRE ARTE DAC, EO ERR TEI by FY 
分 子 を 種々 の 割合 に ふく ん で いる 2%。 


江 洲 の = ニー リサ イト ? ACRE (OROUGRMIBE ES. Ch), 
eG CZ we Fei LUMA), 磁 鉄 鉄 及 び 石 英 を ふぁ くむ も の が 
HOW, Nice eA -ROMSV IE DYOTE He 
L, これら を FeO-Al,0,-Si0, 系 に 投影 すれ ば , TXT LOMSUO 3 


角形 内 に 落ち る 。 


PMR TI 英 の 組合 せ は 普通 で は な いけ れ ど , SR 
| PIER OMMRSMERALRE TZ LIRA (granulite) の | 


HIER ANZLCEBDS. LPL SRA AHO WAY 7 BRM C 1k 
な で, BRREIB AIC LO CBBANTWZLEMD( RW?) > BBR E 


YER-BSROMS +k Goldschmidt? の クタ ラス 4 及び 5- の 通常 の ホ 


ルン フェ ルス 中 に は きわ め て 普通 で ある 。 し た が つて こ Stee 0S 
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v08E 1 SA EDK = & a 


LACH SX ORRRGR # 理 石 - 右 英 は お そら く 鉄 に と ん だ ホル ンプ 
_ ェ ルス 中 に 見 出さ れる と 期待 され る だ ろう 。 鉄 草 青 石 - 球 Be 
PROMISE NTORWD, Lio CHCHSOT, FF 10 SECIS 


iit 


>) 


iat 


SEU hE SA RUGEE i EB EROBERERICERE LOTR 


し て お いた 。 わ れ わ れ は 変成 岩 中 の 鉱物 組合 せ や それ を 支配 する 条件 に つ 
WC, 更 多 ぐ の こと を 学ば な けれ ば な ら ぬ こと を 痛感 する 。 GD 


/ 


a Tl 紹 oP 

Volcanics as Landscape Forms. 2nd edition, By Cotton C.A. As 

は 1944 BOM O Mea CEE L CHE RIEN 7K YEW THM tS UOT, 
多数 の 写真 , 写生 図 を 掲載 じ て 読者 の 理解 に 容易 な らし め て いる 。 第 一 部 HOM 
と に 分 れ , 第 一 部 に 於 いて は 序論 と し て 基山 作用 の 機構 を 次 の 6 MICS CHL 
て いる 。 1 噴火 の 形式 ,IDD Peek, UD 瓦 其 反 応 に よる 火山 熱 , IV) RL 
Ges); EAR ROAY IB, V) Pakit,.VD va=nvs TAKE SOR 
< Dio 第 2 部 は 本 論 で あつ て 本 書 の 大 部 分 を 占め , BX OK INHIB BAL Tu 
Ao 即ち Vi SRBB Reo F-RE ASE, VUD Kat tse RIS) Bae 
X) 77 hee tobe! ; Kile, XD HBR ; Ree ort ba 47, XID 降 次 
& ASE, XID) KARE SEC RISE GER XIV) ~ 7 RAR: BRASETO, 
XV) 海底 噴火 , FRR SVD KOE AAT TRULY, XVID) BR KEE 
ait Ignimbrite 台地; “EVAR, XVIID 2k Wo eat RE, 等 を 論じ 火山 に 就 い 
~CatAM 7 BER FTO CODA AR 399 B, PYM 223, (New Zealand, Whitcombe 
& Tombs Ltd. 1952, 2200 7) : (AGES 
ERB PY —E, AE は HRAAROLREAITLEOES, BR 
SORBAMS k DBA RIL CHANCE LO CWS 第 1 Bic hut eee 
に 必要 な 土壌 学 の 基本 概念 に ふれ , “HED RSS, BEL LEA, het EEE 
BE, EMO Oe t BARON COW CON, 第 2 誤 に 於 て 土壌 生成 因子 に 
) つい て , SR, BELA, 生物 , 地形 , ER, に ふれ , 3 SE で は 調 春 の 茎 要 部 
分 を し め る 圭 暴 断面 の 調査 法 を , G4 FE Clk AED, 作図 単位 と 圭 幸 図 作 再 潜 
に ふれ , Hb 5 章 で は , 土 培 優 鯉 調査 法 と 生産 力 判 定 に 役立つ 地 旋 調査 法 に つい て の 
べ て ある 。 【 古 今 書 院 形成 選書 昭和 28 年 9 月 発行 , 300 円 〕 (阿部 正 〕 
地下 水 調査 法 UAT, 本 書 は 筆者 が 潤 鉄 時 代 の 経験 より 地下 水 学 の 理論 と 
調査 波 に つい て 書か れ て あり , 第 1 章 は 予備 調査 , 第 2 kee, 第 3 Bye 
調査 / 第 4 章 揚 水 調査 , 第 5 REPO LEH, 第 6 BYR YE kB ico (4S 
毎 に 簡明 に まとめ て ある 。 第 1 剤 で は 更に 調査 計画 や 予備 調査 , 地下 水 の 判 定 た 関 


UCM, 第 2 IK で 観測 点 の 選び 方 や 測 水 の 実 施 に つい て , 第 3 BOE 


RRA TNE BORA, HAVEL CTR OM SUCRE, 第 4 BCH CESS RCE 
法 や 公式 計算 等 の 種々 の 問題 に ふれ て いる 。【 古 今 書 院 形成 選書 昭和 28 年 9 


月 発行 , 250 円 〕 CBRE, 


ef 


ae 


EN 


a, 


~ 


ROFRVERB 


(7514, ダイ ヤ モ ン ド ENZSAACHBS 


3 SROWE Denning, R. M. 


HEE C1 Vvev PERMA aC BE 
し た 時 の 硬度 を , FOTHICMET 4S AK 


二 つ の 装置 を 作 門 し た 。 一 つ は 硬度 比較 
ALAR ENZO, この 装置 で は 


FRSC ODE RADY kXNZ. 一 つ 
Oana & FERC BEA PERE BRE Al (unit 
に 位置 すけ , ae 
FMLA LT ARE MBC AY ト 
L,- FRAO AY bORMES tees CME 
を 求め る 。 第 二 の 装 置 は , カツ ッ ト さ れ た 
Hm BOBS SOWMEEGRCTAA, 
結語 を 一 度 球 面 に する 装置 で ある 。 この 
旗 は 六面体 の 面 の みみ につき 使用 し た 。 
PMR kav/TF (vo: PRBOKE, 
TPR SRR Fs MARA) か ら 求 め ら 
れる 。 HOT HRBAI &2/ た 」 (hi : 硬 
度 を 測定 ピ じょう と すろ る ダイヤ モン ド , Re: 
比較 すろ る メダイ ヤセ モ ンド) ERS. KEK, 
Jerk Fink, 及び これ ら の 中 間 の 
面 に つい て , 方 向 と 硬度 と の 関係 曲線 を 
めで Gc (Am. Min., 38, 107~ 
117, 1953.) [横山 ] 


7515, FYNIABOEBS Qurashi, M. 
M., Barnes, W. H. 
TIAA {BiVO』) Dei Tetads, 


Patterson ##% Fourier #haicfko 


hardness direction) 


て 解析 され た 。 MALE FEB EL ¢=5.332 
A, b=5.060A c=12.020A, Z=4, 2 
fa@ets Puce で ぁ る 。 - 原子 座標 は Bi : 
%=5.332/4, v=0, = 1.828: YOR oP 
§.332/4, y=0, 2=4.734; On apo 
— 0.28, = LO; z=0.38; Oe = 
ONG) Vide EO Cn = SVG 


"0 原子 は 一 般 位 置 を 占め て いろ 。 fA Bi- 


OC] の 構造 と BiVO。4 及び 正方 品 系 の 
BiAsO。 の 構造 の 関係 が 述べ られ て いる 。 


(Am. Min., 38, 489~500, 1953) 

[大 森 ] っ 
XVII- . 
Cannizzarite Grahm, A.R., Thom- 


7516, PiILsk BHEWOAR 


psong kwh Berry sie 


Cannizzarite "は 1925 年 DO 


等 に より , VAY BTV AA KWOMR 
孔 の 既 華 物 中 に 見 出さ れ た Pb-Bi m¥ 

Vis BMD CH So 針 状 , 板 状 の 微細 な 
GC, その 量 が 少 で いため, HOBTE= 
の 研究 が 行 は れ た が , 単独 の 鉱物 と し て 


断定 する に 人 至 ら な か つた 。 著者 等 は > Pb_ 


及び Bi を Na,S, S, NaOH, HLL20 -4& 
CIBC AE RC 400° BASIC RR Ue 
L, K¥O cannizzarite と 同一 の 結語 
を 作り ;, 
He KRM cow, Ble XR 線 的 研究 
VEU EOR FIBRE REL, 
zzarite 2SBI AARC aT SED By 
で ある 事 を 確 め た 3 
VE は らい oA VD ES 8 
536~544, 1953) (長谷 川 1 
7517, Gyrolite の 研究 Mackay, A. 
L., Taylor, H. FE. W. so 
Gyrolite yx 1851 年 Anderson に よ 
OCS SAI DIC, 六方 品 系 に 為 し , 
2CaO - 3Si0, ・.3H2@ の 組成 を も っ つ Y 
の と 考え られ , その 後 人 工 的 に る 作ら れ , 
組成 る 2Ca0 388iO2 250 HH fe 
め ら れ た 。 著者 等 は Bombay 産 の 天 鉄 
gyrolite に つい て , MELA ROO fh 
詳細 な 研究 を 行 つ た 。 化学 分 析 の 結球 は 


canni- 


’ 


CaO: (Si, Al) Oo7 H,O=0.67 :1: 0:76 
6, w=1545, €=1.535 “CBSO ee ae 
解析 か ら Aap=9.7240.01A, co=132.8 


この 0.5~2mm BBO ATH 


し か し 化学 組成 を 決 


¥ 


a 


\ 


bi Pe, 


HRD RS SB 


+0.3A が 求め られ , N=48, 
Cbi で あぁ る 。 450°C C H20 分 子 の 8/4 
が 腹水 され る か ら 化 学 式 は Cay (Sig O15) 
(OH), “3H20 に 相当 する も の と 思わ れ 
4o 1125° で e-wollastonite に 変 す る 。 
(Mir. Mag., 30, 80~91, 1953) 
eI 


‘7518, Al- Fe 。 ATMO RE IE 
Ehlers, E. G. 


EMRE, $A D AERO LEG E 限界 と そ 
See kee WG, CUD Se 
See SSNUER GAS L Teo FED zoisite 


等 の 成分 に 相当 する 種々 の 試料 を , GR 


AY TANCK E FEV AL CML, & 
成 物 を X REAR CHALK ECAR 
物 は Na-free thomsonite (215~250°), 
hexagonal Ca Al; Sig Og (23C~880°), 
(300° DI_E), 
ularite CazAls (OH)15 (350~700°} で 
HOC, zoisite © ARIE ABM Zo 

LERN zoisite, pide を 試料 と し 
て 同様 の 状態 で 加熱 し , その 分 蟹 温 度 , 

AERME LBA? 0 DEED TC 
の 2oisite の 分 解 は , 無水 の 場合 より 低 
Ww 475° “CHF So これ 等 の 実 険 で , 

zoisite の 合成 が 失敗 し た の は , RE < 
hexagonal Ca Al。 Siz Og OGLHLL BS 
ABH EHH CnNeMCHAS 


, anorthite 


か の 方 潜 , Wl AVE YA YR a» BR Ic 
ghS PY, 或 は も つと 高い 圧力 の 下 で 


上 品 出 させ た りす れ ば zoisite の 合成 が 可 
能 と な る か る も しれ な い o (Jour. Geol., 
'61, 231~251, 1953) ‘EAT 
7519, BV EVOF4 b OR BRE 
Nakahira, M. 

IWR AIRED Na- モン モリ ロナ テイ 
be, BRB tickoc hydrogen- 
と し , これ の 種々 の 
状態 を さ 線 粉末 法 に よっ つて 研究 し 7 た <。 
Fa (ine Vk bo=9.00 kX., 


mon. morillonite 


a)=9.18, 


Zoe S| 


hydrogross- ~ 


af\b=90° で Al» Siz; Ojo (OH)2 DO 
二分 子 か ら 出 来 て いる 。 A 8 Ie fal Ba Ux 
15.4, 12.4, 955EX ET RTR 
和子 . 大 つた 場合 』 一 分 の 場合 腹水 ざれ 
た 場合 に 相当 する 。 . 少数 eee 
FOB F (co=12.4kXg8294°) O 
求め られ る も の も あり 、 モン モリ リコ ナイ 
} OMAR, 不 規則 方 向 の 礎 の 集合 


構造 か , Blt Lt SRT 的 構造 と の 中 
FOSLOOMNACHhS. Sinise 
LCDS, SORES NO AAAS 
を 述べ て いる 。 (Jour. Sci. Res. Inst. 
46, 268~287, 1952) 横山 ] 
7520, AMBORMME PIES 


RRAERODRAROD ERERUEO 


方 解 石 の 標本 に つい て その 点 相 , GEE 


と 唱 出 時 期 と の 関係 を 論じ た 。 ARGO 
AGFE AAR ESE Hide & BERS OCHO 
(Rim) & OCA L CWA FE AS BARRE 
な つた 。 —HO PILE O oR 
も つも の で ある 。 MMIC TaN 
ROCA HALE PANO 
FARM HSN Do A HAd & MRIS ds 
(7 TM coeem—4+R->-—S 34-S+-R 
OER OAMGe ART o Bit AHR 
ULE ABO 
RANE SEW CRO eg 
も つと も 多く あら 
地 で 異 る 。 MELOWAHE, 完全 さ は , 

HEM OPEC CT ShOL BER CHAO 

CEO AEE EO RAS LER OBS 


>a 


HEREC, B 


EEN ト = g 
EEK fan 


72 Do 


に 由来 し , BRE 42 v OM BEO ERA 
ZbOCH., RMR ACbreOT 


Oink, pH, hp > 連続 的 変化 が 関 旋 し 
て いる も の で あろ う 。 と すれ ば は , DRG 
の 上 唱 相 は 生成 温度 と 対応 され る か ら 地質 
学 的 温 鹿 計 と し て 科 用 され る 可能 性 が あ 
る . (地質 調査 所 報告 , 155 号 , 1~66, 
了 昭和 28) (RAI 


は れる i FAD RERAL BE 


f 


OMe Wee Fn Gates FT 


\ 


\ 


/ 


ラー 


BRO 


NI er 


7521, Glen Dessary の ミケ マタ イト - 


RE GHB Harry, W. T. 


Inverness-shire, Arkaig }fopaye 


“Glen Dessary 地域 に は Moine eRe 


BRAREORMARERS 2. その 中 


心 た は 岩石 学 的 に 北西 Scotland の 


Lewisian に 比較 せら 誤 長 石 片 麻 岸 の 


_inlier 3359, PPA RE BRE & FR S0 


RARE aA CDRE EA (dark 
gneiss) を へ て , 医長 岩 質 (palegneiss) 
に 人 歪 る 種々 の 岩 類 を 含み , 長石 を 含ま 

te, ARGS RAEOMER IT < RGF 
ト を 侍 ぷ 。 此 等 の 相互 関係 は 移 化 , 或 は 
包含 し 合 & ふ 。 上 比 等 岩 類 の 岩石 学 的 記載 を 
行 び , 化学 成分 及 光 学 性 を あげ る 。 最 
後に その 成因 を 考察 し て いる 。 Ha, A 

Ras tHe RIO BiRA 質 岩石 と 老 
Nb, 後に 交代 変成 作用 を 受け て 造ら 
れ た 。 長石 片 訪 岸 は ペグ マタ イト 中 に HE 
A, Aes IEC CHR ETT RS 
ト と 認め られ , 塩基 性 か ら 話 終 岩 質 ・ 際 
長 岩 質 に 至る 岩石 系 列 を 生じ た 。 COR 
(RE Niggli 値 を 用 ひび 説明 する 。 HAO 


_ 形成 中 片 訟 岩内 の 運動 は BAL 7 HE 


構造 を 生じ た ぁ (post-Moine 時 代 と 老 へ 
So ミグ マタ イト 化 作 用 を 伴 ふ (AEDS 
"減ずる と 共に , ある 片 研 岩 中 の モザ イク 
BRUEEEL, TU DVERA KEE O 
くり , BZORGOOM MAM & を 生じ 
た 。 最も 装 し い の は 炭 長 岩 質 成 分 で 殆ど 
全体 が 不 規則 な 方 向 の 次 色 アル AY RE 
大 品 か ら な る 。 RABE (felsper- 
porphyroblastrock) が ある 。 この 岩石 
AROA 7 factor (MERE, 温度 
LHODEI, ミグ マチ ゼイ ショ ン 直 後 
の 残存 する interstitial fluids の 増進 し 


』 た 働き で あつ た と 信ずる 。 (QQ. J. G. 5,, 


107, 137~158, 1952) 
7522, Innerness-shire 及び Ross- 


es 


shire 地方 の Cluanie 深成岩 体 
Leedal, G. Pp. 


oie ee 


本 地域 の Moine MOPAULADRA 
岩 , 泥 質 岩 , 下部 砂 質 岩 よ りな つて いる 。 
これ ら は Cluanie 深成岩 に 綱 か れ 」 東 」 


GOT, HMSO CHM 


も 構造 が 存在 ずる 。 本 地域 の 火 成 活動 は 。 
NICSE ORR ROS 
PROBA (= HS RESGS RO BG 


LE AV = 7A: 


Pet 2oitwS)o 2) Fuyvzn#o 


regional ZBEAROPS NITEM 


~T KFA VBRENIEED locale BAG 


3) HMVEMAOBAR, MLZ RM Ve 
SABES Tk OVO: RE ES 
4) Cluanie 花 賠 岩 の 「 
BEA (Cn eRR ADEE ESR 


DR, 
床 , AikOBEAD 


SLURS), POURS, BIODURE 
Ube 2 ARH, ETE RO REA 


DBR £ YMANCO% Cluanie FE” 
BAMKD FLO EG & O 野外 の 関係 は 強 . 


い 岩 紅 圧 の 働い た こと を 示し , BRC 
ある と 老 え られ る 。 著者 は その 岩 大 学 的 


性 質 を 記載 し , 特に 長石 に 就 いて その 
Beck の 加里 長石 
DERIVA L ARRAYS で あら うと 」 
述べ て いる 。 FARRIS BEA IRIE Be 


myrmekite を 調べ , 


==. B#HOMEBAO Oscillatory 


zoning WBE CRL, AHOB\SC 
説明 する の が 適当 で あら うと 述べ て い 
Ao 次 に 交代 作用 (アル ベ バイ ト 他 作用 を 
HES ABRAZO) VRE TRA, 

これ の 皇 な 変化 は 石英 の 長石 に 依る 交代 . 
ARHOWREG, 湯 長 石化 作用 の 後期 
の cleavelandite の 導 レ 入 , cleavelandite 
ORS, BEA, 加里 長石 の 変 代 等 で , 

成分 的 に は 尿 液 は Na 及び 少量 の K, 
ALBZACWZERBA SIS. 0@: 
J.G.S., 108, 35~63, 1952) [| zt] 


| た が ) 次 の 三 様 に 考 へ られ な た 。 


#16 Se Re & i a 


7523, Ptyématic 橋 洪 用 を の 形成 

/ Wilson, G. 
Ptygmatic 構造 は も と Sederholm 
が 用 ひたる の で , hits, ミグ マタ イト 
HNC LOCH LAMAR CHS. 
この 現 付 は 多く の 人 に より 認め られ て 来 
(1) fio 
Ranz— KOC RAORN MED DB. 
(2). BE 2S) SEAN CG aa VE ER 25 ESE DUS 
BALK) Do 著者 は Ptygmatic inje- 


ction の 機構 を 実験 的 に 考察 し た 。 HEE 


用 ゼラ チン で 人 造 つ た ジェ リー 液 槽 中 に ペ 
テ (putty) の リボ ン を 上 か ら 下 方 へ 押 
LA. ジェリ ー の 硬 さ が ペ テ ょ よめ り , (1) 
僅か 大 きい か , (2) 僅か 小さ いか , (3) 
HEA OE CH ADBOM,, ジェ テリ 
— DE & PEN CRERL eo HRC LOR DS 
ある の は (3) で , Kick DBEORLS 
=) EAD, Diy Gee 
る が , HEIW He FB RES ee HA ABAY 7% 
Ptygmatic vein ond 次 に 若 
FOLAD RMR Do 例 へ ば 脈 は 
PPS SOCEM Ch A, SNES 
中 で は Ptygmatic CH Ao この 構造 は 
Ret aha t Oo ME k 
eo be selies, PAM AVICIS AD CLAS 
Hist. 44> Ptygmatic vein の 発達 条 価 は 

花 賠 岩 化 作用 地域 の ~< BATA BRA 
岩 紅 よ り 局 部 的 に 抵抗 が 少な いか ,' 或 は 
HIT AW BEANTB OZ 背後 か ら 圧 力 で 
MLS MAIMSB AL Ric HATS 
ERK CHS CO Mae th ld He A AY % 
Ptygmatic vein を 造る で あら う . en 
SEARLS OIL KE ABATE "Pty- 
EMP So EVEL 
Ra oe FSA B72 % 
)», Miksa OMe c Ah Let Are 
こる 場合 は Ptygmatic folding’ と 
3:0 (Geol. Mag., O52 


ie 


gmatic injection” 


' 
ws 


” 7524, Donegal Co. Mass, ‘Kilkenny 


(cESS appinitic intrusion-bre- t= 


ccia Pitcher SRV Reads i: 
Kilkenny Scholl の 南方 1/4 mile の 
地点 に 丸 味 を 帯び た 圭 岩 の Bas b 7 B— 
見 し て 陣 岩 に 見 える も の が ある 。 これ が 
intrusion-breccia で ある 。 こ の intrus= 
ion-breccia は 三 つ の 部 分 か ら な る oo 一 
LEE O AR CHEE MALO grano-_ 
phyric matrix 「 中 に 正 色 球 岩 の 破 語 訟 
ある 。 こ の 破片 の 大 き さ は 1 ユメ x2x3^ fir 
の が 普通 で 紡 鐘 形 又 は 三 和 本 石 の 形 を し て 
BY, COMMeBREORELAOR 
膜 が 2~3mm. OHA CHOTWSo る も 
— OTS Be ORC appini 
tic matrix HAC AEH Sia Ba a © BR . 
AR bAER ABA CH 40 BIKER 
塩 質 の 破片 は す CRO Mulnamin Calc-- 
silicate Flag Series の も の と 選 は れる 
が その 下 麻 を 細い で て でき て いる と る も 考 へ ら 
れる の で 『』 FORJMERBCHS. HS 
の 破片 は !,400feet FO Cor Quartzite 
か その 上 の Siliceous Flag Series "の も 
の と 思 は れ , 少く と も 1,000feet は 移動 : 
し て いる <。 intrusion-Ereccia- の 構造 は 
Closs H. 氏 が Swabia の tufi-pipe に 
Bw Cale § RT Akeet wall- 
rock の 破 語 の 混合 物 に と ら へ られ た と 
同じ で ある と 述べ て いる 。 RE OPA 
Tis Reynold C. D. Eg Irelard, 
Sheve Gullion の intrusipn_breocia 
VOU TMNT SRA RE & TARR 
gas-tuff stream @ ype k 42 CHA 
と 述べ て いる 。 Matrix yoo Cid Pe 
ORAS LAT DS BR ec LOT AGL 
な り , granophyric と appinitic に な 
OR ETRL COS. 皮膜 の 生成 に 関し 
て は ある 特 不 な 作用 に よる の だ ろう と 
BOT 最後 に 以上 の 事実 か ら 見 で 


intrusion-breccia (SAFER % Oe = 


tal 


oe 


Ne 


tS NOREEN RUS ONIN EEN RE AER a EE nD NA A 


| il i oll a ils sal land > RE NN er 


ia 


sae RS ¥ = t i 3 x ” ¥ pei 4 7 
x. ; ei 
is Rs een Comms 人 録 - 47 
: ; = nae 


も な く 火 成 起 注 の も の で も な いと 結論 し 
て いる 。 (Geol. Mag., 89; 328~336, 
1952) - 


7525, ニュ ー ジ ラン ド の ワイ ラ ケ イ に 
BVSABORMHE BW Steiner, A. 


この 地域 は 活 沈 な 温泉 そ 噴 気孔 を 件 ふ 


温泉 地帯 で North Island Oh RAO 
AUCH Taupo lab 1b BEI A 
~AMWOE CAMHS 

OWRD BAKERS, Pea 
Bikes, HES, yl been 
ZeOTW Ao : 

SGT iD IZA ED ROS IO 
地域 の 万 序 , +A RN BBE 
A, 熱 水族 質 幕 を 上 部 か ら 次 の 4 DI 
分 類 し 説明 し て いる 。 (1) BRA 
(2) FEE (3) BRAG (4) ER AIL 
ro 


KICZERROIAT EBL 之 を 原 岩 


ど 比 絞 し て 熱 水 液 性質 を 検討 し , BB 
に 各 変 質 帯 に 生成 され た TMOG RU 
生 威 環境 の 化学 人 的 特徴 に つい て 述べ , 結 
論 と も て 導 次 質 岩 及び 砂 質 岩 は BIRR 
よ ょ つて 番 質 を 受け て いる が 泥 質 岩 は 不 座 
質 の 部 分 を 残し て お り , ソウ イラ ケイ に 於 
ばけ : る 熱 水 奏 質 整 は ほな つき り と 4 つ に 分 類 
Sn, WEAR CCA 表面 の 変質 帯 
Va HEIL OBES EMEA L. 粘土 化 帯 
VAIL OD bec, NERA 
は その 下部 に 横 は つて いる と 述べ て い 
"2, (Econ. Geol., 48,1~13, 1953) (6K! 


7526, 南東 ミゾ アー= リ 州 Hayden Creek 
銘 鏡 山 の 地質 Ohle, L. E. 

Worl OMA MICAS ME A Sic 
BRAGA LOCH SNREDOT,: そ 
の 結果 に よれ ば 当地 域 は 前 カン プリ ヤ ネ ヤ 紀 
DIO KEHOBRE 上 部 カン プリ 


ヤ 紀 の 下部 層 た る Bonneterre fF yee 
い , QR, BS, ASS bm 
4 Boenneterre EO ESIC L, 主 . 


BIG BHO SWEAR 


ACRE COD IEMEO ROGER 
DAEIRO CHM, 当地 方 に 族 ける 
普 運 の 型 の 鉱床 と は 明らか に 相違 し た 特 「 
徴 あ る 鉱床 で ある 84 = 
ASHRIC CS SEF 始め に Lead Belt, 
Hayden Creek [ijabito HERREE EROS 
地質 構造 に 就 て 論じ , ドー 状 和 構造 を 示 . 
SKB O OUR BILE < OGK 


ROS TABS POW BERN, MICRA = 


ら 判 つた 地表 下部 の north knob, south. 
knob より な る 地下 の 花 賠 岩 の 地形 を 図 
TRL, その 上 部 を 被 ふ 砂岩 の BS OF 「 
に よる 漠 六 の 方 向 に 触れ , 更に 両 地形 の 
比較 及び それ と 鉱床 と の 関係 を 論じ , OK 
FILTER OAC IBO CHAL, 上 且 
HORI CRISS ABA S Ze 
(em CR CEM SAZr LEW 
DOW Ao MAMMAL CARAS 
BORE ISL, RIPAL Curie we Britt 
73.46 fis DS OR(EVED を 受け て いな 
Wot PMA, BREA OLBS 
を 成 し て いる 。 BK CORNERO 
いて 論 及 し , ZEON WRF O UE HSS 
積 し た る の か 或 は knob が カン プリ マヤ 海 
Dib CHO L SHO WARE EO 
て 出来 た の だ ら う と 述べ て いる 。 (Min. 
Eng., 4, 477~483, 1952) Gat 
7527, New Mexico Grant Ji] D3E 
RABRLENS VH4 ba Kelley, V. - 
Cy} Branson,<Orrl: 

BRP RAP EMTS Black 山脈 
附近 の 地質 は 第 三 紀 の 安山岩 乃至 tile 、 
Biglke, FS, IREROZESe Aya 
LOR RBALELL, —Mapy7 
V ViROGEROBAL ORAZ. RP 
KA bis PAIRS BBS SPELL, 


8 BED RE SSB 


と れ ま で 知ら れ て いる ペグ マタ イト PE 
VEROVOO 10, FS RERAS 
ELL, COMKYRA (変種 cleavel- 
andite), BEER), RGkor, FHV ERO, HB 
BEE DERE 5. ZEERMO Maa 
。 EADIE LIBRIS 1) BS, 2) KE 

6, 3) PORRE, 4) 石英 で , ペ グマ タイ 
トト BS REO GCs Bite le k OC HER 
TOSI apn CwAo OIG 
eR Ali SORTS ARC AES 
GP UBARE Et 4. Sk R= RA 
?⑰ 牧 異性 を 挙げ れ ば ば, 1) SHR 
Bvt Vale RAW BRE BL, 1000~ 
2000ft OBST CeKsA nt 2k, 2) 
ERDLUCRERALeGEL. 高温 性 
CHALE, 3) HSM Atitlae Site 
-k ORC RM eT Or CESS, OS 
の 事実 は 潤い 場所 に 達し た BARAAL 
買 に 水 そ の 他 交 発 性 成分 を 比較 的 多量 含 
BUCRILEIBRL, BAIKORRICH 
2 ける 如く , BRBIEO xenothermal 式 
の も の が ペケ マタ イト に も 存する ろ こ ど が 
老 え られ る . 著者 は 更に 本 論 交 中 , RT 
av RA hHRICERS SR ERE LCR He 
RA POM, 分 類 , 早期 生成 , "温度 , 
地質 時 代 等 の 評論 を 行 つ て いる 。 (Econ. 
Gool., 42, 699~712, 1947) (a8 
7528, SBR ERE Miholic, 
Ss. 


鉱 水 の 薬 学 的 な 効果 に 関し 研究 中 の 著 
者 は , DOK Boel & AE BLO He 
上 時代 と の 間 に , ある 平行 関係 の ある こと 
に 気付 いた 。 これ に よれ ば 後天 吉 造 構 運 
動 (Algoman 造山 運動 ) に 関係 ある 断 
礎 中 の 鉱 水 は ウッ ラニ ニュ ウム 又は 放射 能 分 
解 生 成 物 , 原生 代 造 構 運動 (Keweena- 
wan 造山 運動 ) に 関係 ある も の は = ニッ ツケ 
ル , カレ ドニ ヤヤ 運動 の も の は 銅 , ヘル シ 
=VEBIDOOWUEA 十 ア ル デ ス 造山 運 
動 (A i 7528 ot Se OY Oe 


Ber Vr RSE (PET) の も 
Migs, 現在 告 行なわ れ て いろ PELE 


BNC BRO HDD OUIKME 特に 多く 含 」 


At DSR & Do 

著者 は この 傾向 を 更に ED G7 Dic, 
充分 に 地質 学 的 容 料 の 整 つ て いる 次 の 2 
つの 地域 に つい て 詳細 な 研究 を 行 つ て い 
Ao BIBEO 1 TA 
OAiMa FBEREA-ARVVICE A 
Pohorje # (RMR ZSa0= ahh 
期 の 造 構 運 動 ) で , その 断 礎 中 より 湧出 
SARK, 鉱泉 は 重金属 と し て Cu, Sn, 
Zn, Ph #4928, (40 Zn OSE 
(0.024~0.083ppm) が 多い 。 同様 に 他 
の 地域 た る 南部 Norway か ら Khine, 
Rhone OSA*eKET - Mediterranean 
に 至る Mjosen Lake-Mediterranean 
(SSRIS) で る も 主 重 金 
属 は 耳 鉛 で あり , 上 記 の 央 向 と よく 一 致 
し て いる 。 BHA F =-VIER HC IB 
する で ドイツ 地域 の も の は AY ORO 
る 谷 大 され が まま < 生 の 人 全 二 0 
いる 5o 7 

BRL IC COR) & RIROKK E OBE 
係 を 論じ , 世界 に 於 ける MHAWLED 
生成 時 代 と に つい て その 関係 を BRK OY 
知り , 金属 元素 と 地 中 時 代 と の 関係 を 表 
示し , 略 々 上 記 の 傾向 と 同じ 結果 を 得 て 
WH. この 様 な 平行 関係 を 示す 理由 と じ 
て , 著者 は 鉱床 生成 時 の 温度 及び BES D 
相 異 を 述べ , 1) Ht eet oO 
PROFS, 2) 放射 能 の 分解 に よる 地 湯 


応 配 の 減少 等 を その 原因 に 挙げ て いる 。 こ 


(Econ. Geol., 42, 713~720, 1947) 


S75] 
7529, BRIER si -P'— HF Sek BSS 
ILKSAMBOREER Garrels, R. 


VE CR ' 
Yee a GS PARC REG Fr EER AT ARS, 
方 解 石 の lk Maw WAC HIE 


eRe ter Se a で 
= - a x i, = te 2 2 


われ る 。 LOMA WHA WHI LE 
石 と 老 へ られ , MC SNIEM, K-Mc 
よる 研究 は この 物質 が 線 塩 鉛 負 Cua 
(OH's Cll で あぁ る 事 を 示し て 居る . この 
場合 の 反応 方 程 式 は 次 の 如く 老 へ られ 
る 。 
3CaCO; +4CuCl, +6H,O 
=23CaCl, 4-3HsCO;--Cu,z(OH) Cl, 
CORRS NLD CH (HIT ay 
の 結晶 を 示す : この 反応 は 堅 な る 化学 方 
程 式 で 説明 され る も の で は な くさく, ARG 
ORGOREICE S 一 般 に 線 央 銅 鉱 は 
天然 に お いて は , むし ろ 稀 な 存在 な の で 
は ある が , この 現象 は 石 放 岩 な どの 交代 
作用 の 如き 地質 現 人 針 に 対し て , その 機構 
著しい 類似 点 を 示す 。 (Econ. Geol., 
43, 21~30, 1948) Sa 


7530, アラ パ バ マ 州 Gilbertown 油田 
IZ At S EP See RS ASl5 OUT 


Braunstein, J. 


Alabama )\\/pa7g48 Choctaw County 


A OP 


を の Gilbertown 油田 は , 1944 年 1 月 に 
_ Hunt Oil Company に よ つ て 発見 され 
Tem, この 地方 で 題 著 な 断 礎 系 に 洗う て 
| 地震 探 在 の 結果 開発 され た も の で ある 。 
RARE CORDS E ATS ERO 
/ ERB ALAM AGEA, Austin 期 
| に 属す る Eutaw 砂岩 が 主 で , その 深度 
fi 平均 3350 prc 1951 年 12 月 まで に 


48 の 油井 か ぶら 270 BN—- VV 
HIL TwBo 油 は 183_APIL 多少 の 水 
と , 僅少 の ガス を 伴う 。 VEOH AE 
DF BR CHO LEK あたる Selma 
chalk (最上 部 白亜 紀 層 ) で は , 深度 2300 
乃至 2800 (Re BL, 17 の 油井 か ら 90 
万 ベー レル を 産 演 し て いる .」 これ は 断 暦 
破砕 岩 帯 に 相当 し , 油井 コー アテ ア に よる と 


ONCE Wek bo FW ef 


; : 3 f 
APE OREN LA, 鏡 肌 が 屋 々 み ら , 
れ 或 は 卒 際 質 の と ころ が ある 。 CORO. 


二 次 的 年 陳 に よる 油 の 集積 は 断 選 に 近接 


し た 破砕 帯 以 外 に は みろ られ な い 。 DEO, 
Gilbertown 油田 に 於 いて は 195 了 42-12: 
月 まで に 363 BX—V AVE BIL Tw. 7 
So (Bull. Am. Asscc. Petrol. Geol., 
37, 245.249, 1953) (omg), 
7531, 東部 ケン タツ キー 川 Big Sandy 


Gas field [RBG る デボン #4 RBAS 

BPO ERUMBICMAT SHADE 

#4 Hunter, C. D., Young, D. M. 
東部 ケン BY 2 4 Big Sandy 72% 


田 は Floyd, Knott, Martin, Pike, . 
Johnson 及び Magoffin の 各 郡 に 牙 り - 
1921 4A Disk 3800 LL LOW AH QSPRS - 
SNA LOAAWUM ERG Va vis. 


DESHEEAL 産 す る も の が 大 部 分 


で , 他 の 麻 に 由来 お る も の に 比 し て その 


80% を 占め て いる 。 PAHO fe Bik 
Cincinnati アー チ の 東側 部 に あ だ た だ り 30 
~ 50 BR /ME DIZ IBAIS % B, 350~750 
RRARORR AES & NLT 
る 。 ガ ス は 頁岩 礎 中 の シル ト 質 RUDE 
ORI LAL DILBA ETC, 経 
済 的 価値 の ある も の は Hee we VU Beige 
帯 若 し く は 麻理 面 に よる も の で ある 。 Wh 
LOHR ZA AFR COW COR 
ス 圧 曲線 に つい て 詳細 が 示さ れ て いる が 
これ ら の production-rock-pressure 
decline curve jiX—HEIc HE a7 
EEL, 15 乃至 20 年 以前 の ガス 電 で 
も な お 現在 に 至 つ て 産出 を 纏 け て いろ る 。 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 37, 
282~299, 1953) 「 加 藤 ] 
7532, Franconia 層 中 の 正 長 石化 砂 
gi Berg R. R, 

SAV RRR 及び ダイ スコ ン シ ン 西部 
に 分 布 す る Franconia 礎 (カム プリ ア 
Met AT 4)  (VALTSSE4 ALC HERR 


$30 


HERD ORES 


Aad bicd 175 RANKOES2AT 
る 。 こ の 層 の 下部 は 最 厚 30 RiICHOTCT 
WEIR ATS MOB EW ap see 
WEHSDS これ は Twenhofel や Th- 
waites (1919) ChO CESS cmt 
れ , Goodenough member (Canaspis 
zone) に 包含 され た も の で ある 。 特に こ 
, の 砂 風 の 岩 質 的 特徴 に 注目 し た の は Te- 
ster 及び Atwater (1934) で 1/8~ 
1/16m DEEOHICH 30% の 自生 的 
、 長石 を 含む こと が 述べ られ た 。 AOR 
Bie kite owalkr Md=0.08, So= 
1.44, Sk= モ 17 の 機械 分 析 値 を 示し , 成 
POU MAB LIXERA 48 (OrggAbe---{h 
POP MAICINT 6 WC RSC Le 
BIRLORDONKSD), 石英 44, 海 
4585, GEM 2 ary77 4 0.50, 

リュ ュー ゴキ マッ ン 0.4, efor, BAVA, 
本 千石 何れ も 0 ユ 以下 , 比重 1.917, FL 
BRAS 26% 等 の 販 理 性 質 を 示し た 。 RA 
LBL ORD DAME 一 種 の アル コー 
ズ に 相当 する が , BAWRAD SSR 
で 異な る 。 FDERMRRKOIM<K BET So 
BID BE Bok Fic YELM RELY wv 
VA OWA LT, -ORME(EFA Esk 
COR OZMtA a O, 自生 的 長石 は 


fatic#7e hydromuscovite (illite) 
(Ra ORELic, DEOR'NEA 
(LE DG AIER ARH ORe CL, 同時 
YORE MERE O ZS ee BC TER AD ME 
じ た , [UAHA RAL ik WR TBE Ee ORE 
酸 の 相当 晶 を 維人 供し た で あろ 3 し , BK 
中 か ら は 加里 が 丈 さ れ た で あろ 5 。 


(Jour. Sed. .Pét.,. 22, "221~223, 
1952) Sit: 3) 
7533, ステ ン レ イ 層 と ジ ヤ ク フォ オー ク 


層 の 誠 想 と 販 石 に つい て Bokman, J. 

TMAYVAALAYIKY OBR A 
Ouachita Mountains yep < G45 LCL 
る Meramec-Chester-Morrow 陸 代 の スス 


{ 


テン レイ 層 と ジマ ヤク フ オー ク 麻 は BER 


大 15,000-20,000feet を 算 子 る 。 え テン — 
ViSihe BS, a FARA © 


及び 凝 放 岩 に よっ て 大 部 分 が 構成 せら 
tL SERRE SLCHO, 処 に よ つ で 
AV - TREAD DREY BO RACE 
‘COREY EAL, この 地層 の 上 部 に 赤 
BNE REORADEET A: EDAT 


シレ イ 麻 の 上 部 に 整合 的 に ジャ ク フ ォ ー 


ク の 砂岩 が 堆積 し で いる 。 ステ ン レ イ 麻 
OPE < ICISEEBRACIEED SY, 
下部 は 大 部 分 が 硬 砂 岩 と 頁岩 より な る が 
1938 — Harlton jJCkLOC 2 DOES 
BAC LOC 3 つの 地 麻 に 分 けら れ た 5 
ジャ クタ ク フ オ オーク 訂 に 大 部 分 が 砂 者 よ つ 
て 構成 され , 頁岩 及び 泥岩 を 介在 し Ha- 
rlton (19+ 77 + —FBICTET AH 
PAV oa 32> Dieka Gln 
HR IWLATY VAS ROm Ss, 頁岩 , 


VE BICOVY CA BAIA aoe FTL IE 


序 学 的 見 地 に つい て の べ , 更に これ ら の 
AE OPP 性 に つい て 言及 し て いる 。 旨 叉 


Ve 774 -TMHCOWCLWA Ba 
ICEL CAA PINAL AL. ペテン シン 
4 FS IAVER ICIS FSAI LEAL, 特に 


堆積 の 機構 , 構造 及び 堆積 の 方 法人 等 に 関 
し て 両 礎 を 比較 維 討 し で いる 。 Rice 
ORE BAILEY OAC, HEROIC 
LC, その 組成 , FIBRE, 大 いさ, Sic 
OCCHL (RL, REACWAHOR 
OKUMICBE LC AF YVABE ジ クタ フ トキ 
ー ク 麻 の 砂 岩 を 比較 し , ZOHO 
宣 鉱 物 で ある garnet, tourmaline zir- 
con に つい て 詳 じ く 説 昭 し じ で いる 。 


EICHERO EK INIC SRL MIB OUER - 


環境 と 堆積 相 に 関し て 比較 し , | IC OK 
成分 等 より ゅ ステンレ イ 層 と ジャ ク フ オ ー 
ク 層 の 破 結 を 比較 し て , その 堆積 過程 を 
の べべ て いる 6% (Jeur. Geol., 61, 

152~170, 1953) Chee) 
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bootie ah do mah Pie 
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Te, 


a 
s 
_ 
i 
2 
3 
+ 


) 玖 な 容 笠 の な い 場 全 


‘Cretaceous 


シー= ス Philpott, T. H. _ 
FWA OW ICHAT HE x HAS 

合 の お こる こと が 間 題 

と な つて いる 。 し か し 地理 的 分 布 が 訂 く 


々 ESTE Lea MEA (LAOS 


Slee key bed と し て , RMR 
構造 や 地層 の 対比 が 行け は れ た 。 これ ら の 
HEME S 以上 の 如き る の だ け に 正 
OTC 更に ここ れ と 岩 相 そ の 他 の 次 笠 に 結 
つけ , 皿 に 現世 の 生物 の 年 能 学 上 の 知 
ext HAS MRL 石油 の 探査 と 古 
年 物 の 関 系 に つい て より よく 理解 し: FA 
"地理 , HERR ES, HWE DOR 
DIE ACHKEO OG SCER 必要 と する 
CEROX, PEL C upper 
Ouse & Gulf Coast Tertiary : 及び 
DEb COA CHA Mz, 


Eocene 


. PREZIC AVY ATV Vy—-A Ze Br CSR 


LCwAe. (Bull; Am. Assoc. Petrol. 
Géol., 36,-1305~1317, 1952) (fren) 


7535, 8AVIFILAVP OT Basic 


RFS IBEAi-Emiliani,C.,Epstein, S. 


Sree yy Y 7 AN =v EERO FE 更 
Hit Lomita jKADMOAICL Hh 
EWE OMG: Lc Foraminifera 
{LAD CaCOz M O1/O0} の 比 か ら 地 
AWE RET SC ke HAE L 
で いる y fhe EOFTACOBEOR A 
和紀 々 の 要因 が 老 え られ, 温度 を 老 を る の に 
る 当時 の 気候 , SHE AK Ss, eS at 
和 約 な 古 地 理 的 な 環境 海流 等 と たよ つて 異な 

A 

HOKOIBES Lich O.Makic LO CR 
S as な り ;, LAND EET AHTERES & 0,» 
年 者 は Foraminifera 化石 に つい て 研究 
て いろ る 。、 Bee 的 に は Palos kerdos 


‘Hills ORBMICh > Lomita EKA 


つい て 研 宛 し て いる 。 eee et に 


LAB EZAIX MRS OLE DVIS 


oF 1% ca Prey { A 
pee. te: ーー 
Nien Sach at us ee Git anes 
> < 2 ae p51 
7534, 新しい 方 法 と し て の パレ オフ ア | の と は , WA TDKOME 12°.30°C 


の 変化 が 認め られ た 。 
れ た 結果 より RMA され た こと は He 
Postdepositional 7,4a{kGHO, 


と し で は 淡水 が 塩水 た 混入 し た 場合 に 温 


度 変 化 に 重要 な 作用 を お よ に すこ と で あ 
bo, 第 三 と し * 
So 等 者 は 最後 た と 氷 洞 時 代 の 対比 つい 
CARLCH)O, 以上 の 温度 変化 が 海 導 
Ke SBA OMA ERIC まつ て 
最 せ 生ずる と と を 述べ て いる ss”: (Jour. 
Geol., 61,.171~181, 1953) Chae} 


ーー nae 


_ RA 


7536, 低 ア ルカ リガ ラス の 合成 
Yoshiki, B., Yoshida, R. 

本 研 笑 は 厄 湯 成分 を 含ま ぬ 新しい ガラ 
AROS ABM Ce SH ico 

カリ を 念 有 し し, 
tonite DIRELK AT FF WICTED CARB 
RAT AWD ス が 試作 され た 。 標準 成 
と 02680 EA OI CaQy Ti, 
MgO.4,,Na,0:7 と し , 容 量 70ke OIF 
を 用 いて の , 実際 的 な 灯 融 試験 の REIT, 
OE ラス より る も 生々 高い Apa 
FH (1250~1270°C)% RiUico WHEE 


PEROT dv 


-VMHEO 5b CHEE TASit, shicet 
する 耐久 力 の 強い こと で ある 。 fy L28 


模 た 於 て の , この ガラ ヌ ラス の 生産 は 2 
交 放 を 使用 せ ず に 種々 な 北 放 岩 , EES 
の へ リ 質 dK ER ON Bes Ae FA 用 
LCfibinS>. (jJour.Am. Cer. 
35, 166~169, 1952) 


SoG, 
[江山 
7537, 三成 分 系 Naz0-ALO。-SiO。 
ORBEA, (1) Srikewor ste 
質 : 松元 邦 治 , AACE 

各種 の シリ カポ e' ア ルミ ナ 質 耐火 物 の 紐 


成 並 び だ 高温 挙動 を 示す 二 成 分 系 Al5Os- 


SiO。 た 第 三 の 成 分 と し で NagO' を 加え 


と の 研究 より 得 ら . 


て 生物 学 的 要因 を あげ て いこ 


albite-diopside-wollas-_ 


= 抄 52 BAA DUK A a 
た 時 の Na,O-AlpOs-SiO2 FAILINKAD 3 


と 藤 達 の 間 の 基本 的 関 床 を 知る 上 で 大 切 
で ある 。 (KO CHRICH L CINBIEDK 
き な 新 & LU Kime (FS Be BLO 
BVEMISEX FOr} CO=BUNCEDE 
ある jadeite (Na,O-Al,0;-48i02) に 
HS Clade EEE 4°C 6 3.275 CH AAS, 
800°C Wibke ERICK < Te, 950°C 
で 7 時間 加 許す る と 2.397 と な る 。 

LMA 800°C を 越え る と , 等 激 な 
RaW RL, これ は 800°C 以上 で , 
BALHRAICSNHT S fe °C & Do 
1300°C で 1 RAIMA L CHR bhfe ja- 
deite glass |4BEROER AMIEL O 
BAKLELGNSOG, = OMAP IC 
WL, HOM e ARTE. SiO, が 少 
いい たけ 7 BEAMS OCW}. (BAB 
Lift, 2, 97~106, 1952) (KEE) 
7538, SEypLysvémka FA 
ASCE 

Da pavyVy es BRS NC< S 
に 及び , TE TRE(LO Sd 6 kK KR 
の 新 材料 サー メッ ツ ッ ト (cermet) が 発達 し 
で きた 。 これ は 尊 堂 了 物 と 金属 と の 微粉 未 
を 混合 形成 縄 熱し て ANBAR ICIS 
せしめ な た 複合 体 で , Se DB lsehes L 
容 化 抵 抗 隆 を いか し , し か る も 金属 の 特性 
を 兼備 させ な た 高温 用 の 構造 材料 で ある 。 
Kok, Wien set, Em, 硫化 物 
oem <ftec SH CWoSDs, WEA BMS 
FUT HOt, Al,Oz, BeO, ThOs, ZrOn, 
MgO SOUR tn, KOE Bie A 
する 療 化 チタ = ウム , BROMRRA 4 
ORILD Naa A, 硬度 大 きく 低 尿 年 
で HO pal ARES AS\ HM OSS 
PARE ORM, 及び CrB 等 の sil 
化物 で ある 。 CHE ORPRERRHRD, PAIGE 
作用 に よる も の , WARES SEO, 化 
MMIC LALOSCEHA, (Felt 61, 
162~172, 1953) CRD 


7539, WHERRARRACHE Ce: 
RAL 加藤 武雄 

PA BRL HAP (ABE) 中 に 
湧出 し , その 南方 に は NE~SW OIE 
DEO A FWHROBRMITED RICE. 
する 赤倉 温泉 の 機構 を 明か に する た め に 
行わ れ た も の で 泉 温 , pH, Cl-, SO 
Cat+ の 測 填 を 行い 次 の よう な 推論 を 下 - 
CSS 

その 結果 に 依る と , 講 湧 京 比較 所 狭い - 
地域 分布 し な が ら CI 6 DFR, Fa. 
DE ASICS LEED BD bitheo 

1)pH(i7.7°8.4% 75 VRS ER 
TU VEER Sa << Cil=, SO4--, Catt の 
HiIRS AS > Iie. & ERRMES AY 保つ で 
いる 。 千本 都 の アル カリ 性 温泉 で は C= 
DAM SOe” LOZBICSENAODR 
FAA CH ODM, AAR CIMA WICZ 
EW RAe LOA CERES 
きき CH Ao 

2; 泉 温 は 気温 の 影 Be 2 DSO REO | 
影響 を 余り うけ な い 短い 期間 内 で は 泉 温 
& Alt. & OPN (LA ELAR EAD EAL 

3) CI- と SOy- OBR bR 
VRC BA I ic OT SR 
WCGhAL#RCWA, WARK ee 
ICLOCMAGHNL, その 温度 を 優 下 
させ る 。 その 上 温泉 の すぐ 近く を 小国 川 ・ 
RDM OWO SOC CMD HEE CB 
, Wek REL CHE & MER Se, 
更に 注 泉 水 の 含有 成分 を うす め る 。 し か 
も 泉源 を は な れる 程 この 影 郷 が 大 きい こ 
ED PMSA 

千 以 上 の 関 孫 に 基 い て 和仁 者 は 更に 理論 
的 に 温泉 の 機構 を 考察 じ で いる 。 ; 
(ISB AMA 2, 41.47, 1952) 
C2) 


er et Ee 
V * = 


Ck 


昭和 27 #0 A); 同 28。 年 (1 へ 6 A) RitnKRREWESRAR 


(仙台 通商 産業 局 調 査 課 調 )' 


site Ay 昭和 28 年 | Ape aK 

分 類 | 種 BU) KR > Mt Rd 2ERE 2 i 員数 
金 ok | 1) ¢ 1.211.017 19 | 738.515 31 

銀 a | -« \|kg| 27.509 17 7h EAS ee 

$A es we ee 18.308 34 9.526 62 

& |g aK ” ” 5.642 32 2.704 9 
aa $4 BK ” » | »18.35 a 9.948 11 

硫 {G Gk | Hk | ~ 1.167.561(37) 45 | 427.922(39) 25 

鉄 fon ” » | 410.229(57)) 38 | 212.516(57) 9 

雑 ・ 用 CGR OK ” a 1.289(53)} 100 549(53) 1 

砂 鉄 ” ” 52.967(53) 16 29.146(54) 9 

| EIR 2 ” 2.507(35) 70 837 (36) 3 
属 | —mipeyave| «7 |» 1.903(75)| 20 914,76) 2 

金属 マン ガン m 2 ” 20.363(40) 10 10.003(42) 28 

RYT RFI v % nl 2439(69) = 1.207(65) i: 
ae Pear |» 9.850(91) 6 | 7.850(88) 1 

vw # gt 黄 「 総 重量 | t | 103.170 58 | 52.556 10 

ES gy | ear | ? 715(50)| 31 27845) 2 

= ¥ ” » | 105.766 53 | 62.982 13 

Je | = 品 ea ” p 2.738(90)| 19 945(90) 4 

se a = ” v \1.303.867 8 | 673.020 28 
getay ae fies ” ? 3.243 1 1.650 1 

4 $e ray ” » | 29.341 26 | 15.622 41 

a $e 7 ” ” 33.128 6 | 18.149 1 

g oe i ; 11.123 46 5.577 28 

K RK HE wD ” ” 4.842 1 3.357 4 

We ee y r 6.469 5 871 6 

i | Ai ” 2 1.919 3 561 3 
ie ve , の 1.909 18 2.389 1 

tf 火 4 + ” ” 63.938 12 28.946 3 

Mo Jo ” 2 16.165 15 8.606 2 

a lee x | # 重 | kl| 273.603 82 | 129.862 21 

Helios vee FA ” m? |11.696.155 11 6.144.279 14 

coat ye | mie | t | 3.002.912 7 |1.519.660 103 

aR | “gg ” » | 606.031 39 | 292.228 164 
: ae 1) 靖 含 は 精 鉱 中 の 含有 金属 量 を 示す 。 2) ( ) 内 の 数 字 は それ ぞ れ の 品 
位 を 示す 。 (FRY M—TiO2z 二酸化 < マンガ が ン 鉱 一 MnO。 タン グ ゲス テン 鉱 一 WOs, 

モリ プ デ “a MoS2, 重 品 石 一 BaSO4』]. 
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